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私たち、

「星稜オペ
ラ」に

出演します
！

在学生・卒
業生・保護

者・教職員
も出演、

「星稜オペ
ラ」に乞ご

期待！
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金沢星稜大学
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo-u.ac.jp

星稜女子短期大学
石川県金沢市御所町酉1
℡076-253-5900（代表）
http://www.seiryo.ac.jp

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

行事スケジュール  （1月～3月）

　今年は東日本大震災における津波被害、原子力発電所の事故による電力供給問題な
どで防災対策や節電が大きくクローズアップされました。これからは厳しい冷え込みや
降雪など厳しい時期になりますので、被災地における病気や事故などの二次的被害が拡
大しないことを祈るばかりです。
　さて今回は、星稜Informationに星稜ワンカル講座の案内を掲載しておりますが、エク
ステンションセンターではその他にも社会人向けのビジネス会計講座などの実務実践講
座や各資格試験の対策講座を開講しております。年度毎にエクステンション講座パンフ
レットを作成・配布するとともに、ホームページでも各講座の情報を掲載しております
ので、一度ご覧いただければ幸いです。

　星稜エクステンションセンター　伊藤暢洋

あとがき

金沢星稜大学
1

2

3

10日（火）
13日（金）
14日（土）
21日（土）
26日（木）
7日（火）
14日（火）
16日（木）
19日（日）
29日（水）
4日（日）
8日（木）
19日（月）
22日（木）
24日（土）

授業再開
休講日
大学入試センター試験
英語toeic-b 統一成果テスト（１年次）
休講日・一般入試A日程等
一斉試験期間
基礎ゼミナールⅡ発表会・人間科学部卒業研究発表会
追試験期間
大学院入試B日程
再試験期間
一般入試B日程等
卒業認定
学位記授与式
入学前学力試験
保護者懇談会

・15日（日）

～13日（月）

・17日（金）

・3月1日（木）

～13日（月）
・28日（金）

星稜女子短期大学
1

2

3

10日（火）
13日（金）

26日（木）

7日（火）
27日（月）
4日（日）
7日（水）
15日（木）

授業再開
補講日
休講日
一般入学試験A日程、スカラシップ一般入学試験
後期考査期間
後期考査追・再試
一般入学試験B日程
卒業認定発表
卒業式・学位記授与式

星稜中学校

星稜高等学校
1 10日（火）

10日（火）
12日（木）
13日（金）
14日（土）
15日（日）
16日（月）
21日（土）
31日（火）
1日（水）
3日（金）
5日（日）
6日（月）
14日（火）
18日（土）
29日（水）
1日（木）
5日（月）
12日（月）
14日（水）
15日（木）
17日（土）
20日（火）
21日（水）
22日（木）
31日（土）

・11日（水）

・15日（日）

・4日（土）

～16日（木）

～9日（金）

始業式
センター直前演習
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験下見
大学入試センター試験
推薦入試
大学入試センター試験自己採点
1,2年講演会
高3最終登校日
一次入試
校内実力試験（1,2年）
合格発表
一次入試追試
2年Pコース スノーボード実習
推薦専願合格者説明会
卒業式予行
卒業式、1,2年自宅学習
学年末試験
追試
新2年教科書販売
新3年教科書販売
終業式
一次入試合格者入学説明会
二次入試
二次入試合格発表・説明会
再受験者説明会

2

3

1

3

2

10日（火）
20日（金）
1日（水）
5日（日）
7日（日）
16日（木）
18日（土）
29日（水）
1日（木）
2日（金）
8日（木）
9日（金）
17日（土）
19日（月）

・2日（木）

・3日（土）

～22日（木）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
1

2

3

10日（火）
13日（金）
17日（火）
18日（水）
21日（土）
26日（木）
31日（火）
3日（金）
4日（土）
6日（月）
7日（火）
10日（金）
13日（月）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
18日（土）
21日（火）
23日（木）
2日（金）
6日（火）
9日（金）
14日（水）
23日（金）

始業式
21世紀美術館見学（年長組）
夢ステーション子育て教室
交通安全教室
同窓会
誕生会
夢ステーション子育て教室
豆まき会
入園説明会
避難訓練
夢ステーション子育て教室
参観日（ぱんだ組）
参観日（りす組）
参観日（うさぎ組）
参観日（きりん組）
参観日（ばら組）
参観日（ゆり組）
個人懇談会
夢ステーション子育て教室
誕生会
ひなまつり会・誕生会
夢ステーション子育て教室
おわかれ会
卒園式
終業式

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
1

2

3

10日（火）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
21日（土）
25日（水）
26日（木）
3日（金）
4日（土）
17日（金）
18日（土）
23日（木）
2日（金）
3日（土）
5日（月）
8日（木）
14日（水）
23日（金）

始業式
新年お楽しみ会
にこにこ参観（年長組）
にこにこ参観（年少組・いちご組）
にこにこ参観（年中組）
個人懇談会
交通安全教室
誕生会参観
豆まき会、未就園児オープンハウス
入園説明会
避難訓練
個人懇談会
誕生会参観
ひなまつり会、誕生会参観
親子でリトミック（年少組・いちご組）
おわかれ参観（年長組）
年長組を送る会
卒園式
終業式

始業式
英語検定
自宅学習
入学試験
合格発表
スキー教室（一里野）
入学説明会
学年末試験
自宅学習
学年末試験
卒業式予行
卒業式
終業式
1,2年補習
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稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、こ
の
よ
う
な
前
例
の
な
い
取
り
組
み
を

企
画
し
た
理
由
は
、80
周
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
と
ら
え「
星
稜
1
0
0
年
」へ
の
道
を
歩
み
始

め
る
稲
置
学
園
が
、今
後
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
と
し
て「
学
園
の
一
体
化
」を
掲
げ
て
い
る
こ

と
と
強
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
園
設

置
校
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
数
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、学
園
全
体
、し
か
も
在
校
生
や
卒
業
生
、保

護
者
の
方
々
や
教
職
員
が
所
属
を
越
え
て
ひ
と
つ

の
目
的
の
達
成
を
目
指
す
と
い
う
機
会
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」に
は
、

そ
の
企
画
・
実
行
を
契
機
と
し
て
、よ
り
一
体
感

の
あ
る
学
園
を
目
指
す
と
い
う
稲
置
学
園
の
決
意

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
私
自
身
は
ま
だ
学
園
に
来
て
年
月
が
浅
い
の
で

す
が
、こ
の
星
稜
オ
ペ
ラ
の
準
備
を
通
し
て
、幅

広
い
人
材
が
積
極
的
に
集
ま
る
、連
帯
意
識
の
強

い
学
園
だ
と
再
認
識
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

平
成
24
年
に
は
、数
多
く
の
記
念
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
中
で
、も
っ
と
も
特
色
の
あ
る
も
の
の

ひ
と
つ
が「
星
稜
オ
ペ
ラ
」の
開
催
で
す
。

　
こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」の
最
大
の
特
長
は
、幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
の
在
校
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
・

教
職
員
な
ど
、学
園
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
た
ち
が「
出
演
者
」と
し
て
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に

立
つ
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
演
目
で
あ
る「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
主
要
キ
ャ
ス
ト
は
プ
ロ

の
方
々
を
お
招
き
す
る
も
の
の
、「
こ
ど
も
合
唱
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
学
園
各
設
置
校
に
在
籍
す
る

園
児
・
生
徒
・
学
生
の
皆
さ
ん
が
、エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
保
護
者
・
卒
業
生
の
方
々
と
教
職
員
が
出
演

し
ま
す
。

　
こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」に
企
画
段
階
か
ら
携
わ

り
、現
在
出
演
者
の
皆
さ
ん
へ
の
指
導
も
担
当
し

て
い
る
、金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部
の
直
江
学

美
准
教
授
は
語
り
ま
す
。

「
今
回
星
稜
オ
ペ
ラ
に
出
演
す
る
ほ
と
ん
ど
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、オ
ペ
ラ
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

オ
ペ
ラ
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
に
難

し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、世
代
も
立
場
も
バ
ラ
バ

ラ
の
出
演
者
の
方
々
が
、こ
の
機
会
が
な
け
れ
ば

交
流
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
た
ち
と『
オ
ペ
ラ

を
成
功
さ
せ
る
』と
い
う
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
け

て
、現
在
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
ん
ど

ん
上
達
し
て
い
ま
す
よ
」。

大
舞
台
で
の
オ
ペ
ラ
に
、

星
稜
の
在
校
生
・
卒
業
生
・

保
護
者
・
教
職
員
が
出
演

オ
ペ
ラ
の
練
習
中
に
も
中
学
生
・
高
校
生
が
幼
稚

園
の
こ
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
る
な
ど
、学
園
内

の
人
た
ち
の
い
い
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
本
番
は
お
ま
け
。
練
習

を
通
し
て
人
と
人
の
間
に
新
た
な
交
流
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
、こ
の
事
業
の
真
の
意
義
だ
と
思
い

ま
す
」。

「
地
域
へ
の
貢
献
」。こ
れ
も
ま
た
学
園
が
重
要
視

す
る
今
後
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。「
星
稜
オ
ペ

ラ
」は
、こ
の
点
で
も
学
園
の
強
い
思
い
を
表
す
取

り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、３
月
に
稲
置
講
堂
で
行

わ
れ
る
公
演
は
、広
く
一
般
の
方
々
に
も
開
放
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
た
め
の

教
育
機
関
で
あ
り
、文
化
発
信
拠
点
で
あ
り
、人
々

の
交
流
の
場
で
あ
り
た
い
」と
い
う
稲
置
学
園
の

思
い
が
、ひ
と
つ
の
形
と
な
る
の
が
こ
の「
星
稜
オ

ペ
ラ
」で
す
。
地
域
に
向
け
て
発
信
す
る「
星
稜
オ

ペ
ラ
」の
側
面
に
つ
い
て
、直
江
准
教
授
は
こ
う
話

し
ま
す
。

「
今
回
演
目
に『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』を
選

ん
だ
理
由
は
、オ
ペ
ラ
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

こ
れ
が『
こ
ど
も
に
初
め
て
見
せ
る
オ
ペ
ラ
』と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
公
演
を
ご
覧
に
な
る
方
に

は
、初
め
て
オ
ペ
ラ
を
観
る
と
い
う
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
地
域
社
会
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、星

稜
オ
ペ
ラ
が
こ
れ
ま
で
馴
染
み
の
薄
か
っ
た
オ
ペ

ラ
を
楽
し
む
文
化
の
入
口
に
な
っ
た
な
ら
嬉
し
い

で
す
ね
」。

　
記
念
す
べ
き
80
周
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
な
が
ら
、単
な
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、こ
れ
か
ら
の
稲
置
学
園
が
目
指
す「
学
園
の

あ
り
方
」を
実
現
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
挑
戦
。

そ
れ
が「
星
稜
オ
ペ
ラ
」な
の
で
す
。

　
今
年
50
歳
に
な
り
、
何
か
記
念
に
な
る
こ
と
に

挑
戦
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
星
稜
オ

ペ
ラ
参
加
者
募
集
の
案
内
を
見
て
、「
こ
れ
だ
！
」

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
と
聞
い
た
だ
け
で

い
か
に
も
敷
居
が
高
く
、
私
に
は
絶
対
無
理
と
思

う
反
面
、
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
な
ん
て
こ
の

先
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
練
習
は
皆
さ
ん
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
す

が
、
家
事
と
仕
事
ば
か
り
だ
っ
た
毎
日
に
新
し
い
楽

し
み
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
に
立
つ
自
分
を
想
像

す
る
と
心
が
浮
き
立
ち
ま
す
ね
。
み
ん
な
で
ひ
と
つ

の
目
的
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
と
い
う
の
は
学
生

時
代
の
部
活
動
以
来
な
の
で
、
学
生
に
戻
っ
た
よ

う
な
気
分
で
す
。
本
番
で
の
出
演
時
間
は
ほ
ん
の

少
し
で
す
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
験
は
、
私
の

宝
物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
80
周
年
の
記
念
事
業
と
い
う
こ
と
で
今
年
じ
ゃ

な
い
と
経
験
で
き
な
い
と
思
い
、
娘
を
参
加
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
本
人
は
オ
ペ
ラ
な
ん

て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
楽
し
そ
う
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
本
格
的
、
し
か
も
大

学
生
や
高
校
生
・
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

と
一
緒
な
の
で
、
い
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
の
本
番
も
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
う
の

で
、
い
い
思
い
出
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
半
年
間
を
か
け
て
年
齢
の
違
う
人
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
む
こ
と
が
娘
に
と
っ
て
い
い
経
験
に
な
る

と
思
っ
た
の
が
参
加
を
希
望
し
た
理
由
で
す
。
も

と
も
と
引
っ
込
み
思
案
な
娘
は
、
た
く
さ
ん
の
人

の
中
で
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
子
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

練
習
を
重
ね
る
ご
と
に
緊
張
も
解
け
て
、
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
３
月
の

本
番
は
大
き
な
舞
台
。
そ
こ
に
出
演
す
る
こ
と
が

も
う
一
歩
成
長
に
つ
な
が
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
オ
ペ
ラ
歌
手
の
演
技
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
み
、ま
た
星
稜

で
学
ぶ
学
生
・
生
徒
・
園
児
た
ち
、保
護
者
・
卒

業
生
の
方
々
や
教
職
員
が
と
も
に
舞
台
に
立
つ
姿

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
た
だ一
度
だ
け
の
機
会
で

す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

日
　
時
／
平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）13
時
開
演

場
　
所
／
稲
置
記
念
館
５
階
稲
置
講
堂

地
域
社
会
に
向
け
て

文
化
を
発
信
、還
元
。

学
園
の
新
た
な
決
意

人
が
集
う
学
園
だ
か
ら
こ
そ

「
一
体
化
」・「
連
帯
感
」を

よ
り
強
く
す
る
機
会
に

「星稜オペラ」の企画に携わり、練習責任者も務める
金沢星稜大学人間科学部の直江学美准教授

水谷小百合さん宮本祐子さん（左）・菜々子さん

菊間綾花さん（右）・優花さん

星
稜
幼
稚
園
に
通
う
娘
が
出
演

金
沢
星
稜
大
学
生
保
護
者
が
出
演

出演予定者インタビュー

稲
置
学
園
創
立
80
周
年
記
念
事
業

親
子
の
た
め
の
ワ
ン
カ
ル
オ
ペ
ラ

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

稲置学園

にむけて

シリーズ

第2回

「星稜オペラ」が
目指すもの
稲置学園創立80周年記念事業の一環として

平成24年３月、「星稜オペラ」が開催されます。

今回は、この音楽イベントに込められた

星稜の「これから」への強い思いをご紹介します。

特集1
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稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、こ
の
よ
う
な
前
例
の
な
い
取
り
組
み
を

企
画
し
た
理
由
は
、80
周
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
と
ら
え「
星
稜
1
0
0
年
」へ
の
道
を
歩
み
始

め
る
稲
置
学
園
が
、今
後
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
と
し
て「
学
園
の
一
体
化
」を
掲
げ
て
い
る
こ

と
と
強
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
園
設

置
校
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
数
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、学
園
全
体
、し
か
も
在
校
生
や
卒
業
生
、保

護
者
の
方
々
や
教
職
員
が
所
属
を
越
え
て
ひ
と
つ

の
目
的
の
達
成
を
目
指
す
と
い
う
機
会
は
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」に
は
、

そ
の
企
画
・
実
行
を
契
機
と
し
て
、よ
り
一
体
感

の
あ
る
学
園
を
目
指
す
と
い
う
稲
置
学
園
の
決
意

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
私
自
身
は
ま
だ
学
園
に
来
て
年
月
が
浅
い
の
で

す
が
、こ
の
星
稜
オ
ペ
ラ
の
準
備
を
通
し
て
、幅

広
い
人
材
が
積
極
的
に
集
ま
る
、連
帯
意
識
の
強

い
学
園
だ
と
再
認
識
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
稲
置
学
園
が
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

平
成
24
年
に
は
、数
多
く
の
記
念
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
中
で
、も
っ
と
も
特
色
の
あ
る
も
の
の

ひ
と
つ
が「
星
稜
オ
ペ
ラ
」の
開
催
で
す
。

　
こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」の
最
大
の
特
長
は
、幼
稚

園
か
ら
大
学
ま
で
の
在
校
生
・
卒
業
生
・
保
護
者
・

教
職
員
な
ど
、学
園
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
た
ち
が「
出
演
者
」と
し
て
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に

立
つ
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
演
目
で
あ
る「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
主
要
キ
ャ
ス
ト
は
プ
ロ

の
方
々
を
お
招
き
す
る
も
の
の
、「
こ
ど
も
合
唱
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
学
園
各
設
置
校
に
在
籍
す
る

園
児
・
生
徒
・
学
生
の
皆
さ
ん
が
、エ
キ
ス
ト
ラ
と

し
て
保
護
者
・
卒
業
生
の
方
々
と
教
職
員
が
出
演

し
ま
す
。

　
こ
の「
星
稜
オ
ペ
ラ
」に
企
画
段
階
か
ら
携
わ

り
、現
在
出
演
者
の
皆
さ
ん
へ
の
指
導
も
担
当
し

て
い
る
、金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部
の
直
江
学

美
准
教
授
は
語
り
ま
す
。

「
今
回
星
稜
オ
ペ
ラ
に
出
演
す
る
ほ
と
ん
ど
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、オ
ペ
ラ
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

オ
ペ
ラ
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
に
難

し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、世
代
も
立
場
も
バ
ラ
バ

ラ
の
出
演
者
の
方
々
が
、こ
の
機
会
が
な
け
れ
ば

交
流
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
た
ち
と『
オ
ペ
ラ

を
成
功
さ
せ
る
』と
い
う
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
け

て
、現
在
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
ん
ど

ん
上
達
し
て
い
ま
す
よ
」。

大
舞
台
で
の
オ
ペ
ラ
に
、

星
稜
の
在
校
生
・
卒
業
生
・

保
護
者
・
教
職
員
が
出
演

オ
ペ
ラ
の
練
習
中
に
も
中
学
生
・
高
校
生
が
幼
稚

園
の
こ
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
る
な
ど
、学
園
内

の
人
た
ち
の
い
い
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
オ
ペ
ラ
本
番
は
お
ま
け
。
練
習

を
通
し
て
人
と
人
の
間
に
新
た
な
交
流
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
、こ
の
事
業
の
真
の
意
義
だ
と
思
い

ま
す
」。

「
地
域
へ
の
貢
献
」。こ
れ
も
ま
た
学
園
が
重
要
視

す
る
今
後
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
す
。「
星
稜
オ
ペ

ラ
」は
、こ
の
点
で
も
学
園
の
強
い
思
い
を
表
す
取

り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、３
月
に
稲
置
講
堂
で
行

わ
れ
る
公
演
は
、広
く
一
般
の
方
々
に
も
開
放
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
た
め
の

教
育
機
関
で
あ
り
、文
化
発
信
拠
点
で
あ
り
、人
々

の
交
流
の
場
で
あ
り
た
い
」と
い
う
稲
置
学
園
の

思
い
が
、ひ
と
つ
の
形
と
な
る
の
が
こ
の「
星
稜
オ

ペ
ラ
」で
す
。
地
域
に
向
け
て
発
信
す
る「
星
稜
オ

ペ
ラ
」の
側
面
に
つ
い
て
、直
江
准
教
授
は
こ
う
話

し
ま
す
。

「
今
回
演
目
に『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』を
選

ん
だ
理
由
は
、オ
ペ
ラ
の
本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

こ
れ
が『
こ
ど
も
に
初
め
て
見
せ
る
オ
ペ
ラ
』と
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
公
演
を
ご
覧
に
な
る
方
に

は
、初
め
て
オ
ペ
ラ
を
観
る
と
い
う
人
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
地
域
社
会
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、星

稜
オ
ペ
ラ
が
こ
れ
ま
で
馴
染
み
の
薄
か
っ
た
オ
ペ

ラ
を
楽
し
む
文
化
の
入
口
に
な
っ
た
な
ら
嬉
し
い

で
す
ね
」。

　
記
念
す
べ
き
80
周
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
な
が
ら
、単
な
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、こ
れ
か
ら
の
稲
置
学
園
が
目
指
す「
学
園
の

あ
り
方
」を
実
現
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
挑
戦
。

そ
れ
が「
星
稜
オ
ペ
ラ
」な
の
で
す
。

　
今
年
50
歳
に
な
り
、
何
か
記
念
に
な
る
こ
と
に

挑
戦
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
星
稜
オ

ペ
ラ
参
加
者
募
集
の
案
内
を
見
て
、「
こ
れ
だ
！
」

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ペ
ラ
と
聞
い
た
だ
け
で

い
か
に
も
敷
居
が
高
く
、
私
に
は
絶
対
無
理
と
思

う
反
面
、
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
な
ん
て
こ
の

先
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
練
習
は
皆
さ
ん
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
す

が
、
家
事
と
仕
事
ば
か
り
だ
っ
た
毎
日
に
新
し
い
楽

し
み
が
で
き
ま
し
た
。
舞
台
に
立
つ
自
分
を
想
像

す
る
と
心
が
浮
き
立
ち
ま
す
ね
。
み
ん
な
で
ひ
と
つ

の
目
的
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
と
い
う
の
は
学
生

時
代
の
部
活
動
以
来
な
の
で
、
学
生
に
戻
っ
た
よ

う
な
気
分
で
す
。
本
番
で
の
出
演
時
間
は
ほ
ん
の

少
し
で
す
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
験
は
、
私
の

宝
物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
80
周
年
の
記
念
事
業
と
い
う
こ
と
で
今
年
じ
ゃ

な
い
と
経
験
で
き
な
い
と
思
い
、
娘
を
参
加
さ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
本
人
は
オ
ペ
ラ
な
ん

て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
楽
し
そ
う
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
本
格
的
、
し
か
も
大

学
生
や
高
校
生
・
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

と
一
緒
な
の
で
、
い
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
の
本
番
も
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
う
の

で
、
い
い
思
い
出
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
半
年
間
を
か
け
て
年
齢
の
違
う
人
た
ち
と
一
緒

に
取
り
組
む
こ
と
が
娘
に
と
っ
て
い
い
経
験
に
な
る

と
思
っ
た
の
が
参
加
を
希
望
し
た
理
由
で
す
。
も

と
も
と
引
っ
込
み
思
案
な
娘
は
、
た
く
さ
ん
の
人

の
中
で
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
子
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

練
習
を
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る
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に
緊
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も
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に
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加
す
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に
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き
ま
し
た
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月
の

本
番
は
大
き
な
舞
台
。
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が

も
う
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成
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に
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な
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ま
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の
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で
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員
が
と
も
に
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姿
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こ
と
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で
き
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た
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度
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会
で

す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
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だ
さ
い
。
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金沢星稜大学・星稜高等学校   同窓会長に聞く「星稜」への思い

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
大
学
同
窓
会
。

若
い
同
窓
生
の
参
加
も
増
え
て
い
ま
す

 

　
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
は
今
年
、発
足
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。金
沢
経
済
大
学

時
代
か
ら
の
卒
業
生
は
現
在
ま
で
お
よ
そ
１
万
５
千
人
。大
学
創
設
期
に
は
毎
年

2
0
0
人
程
度
だ
っ
た
卒
業
生
も
、大
学
の
規
模
拡
大
に
従
っ
て
今
で
は
ず
い
ぶ
ん

と
多
く
な
り
、同
窓
会
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
同
窓
会
発
足
40
周
年
講
演
会
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

4
0
0
人
以
上
の
同
窓
生
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。40
周
年
の
歩
み

を
祝
う
と
と
も
に
、旧
交
を
温
め
、ま
た
年
代
を
越
え
た
新
た
な
交
流
を
生
む
機
会

と
な
り
ま
し
た
。特
に
若
い
同
窓
生
の
方
々
に
と
っ
て
は
、地
域
産
業
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
を
知
り
、つ
な
が
り
を
作
る
貴
重
な
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
会
役
員
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
若
い
方
々
が
増
え
て
き
た
の
も
嬉
し
い

状
況
で
す
。少
し
前
ま
で
は
あ
る
程
度
年
齢
を
重
ね
た
方
々
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、若
い
人
と
同
窓
会
の
結
び
つ
き
を
強
め
よ
う
と
活
動
し
て
き
た
成
果
も

あ
っ
て
、若
い
方
々
の
参
加
が
増
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い

顔
ぶ
れ
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

私
自
身
も
助
け
ら
れ
た
星
稜
の「
絆
」。

次
の
時
代
へ
受
け
継
い
で
い
き
た
い

 

　
私
自
身
も
金
沢
経
済
大
学
の
第
３
期
生
と
し
て
卒
業
し
て
か
ら
、こ
の
地
域
で

社
会
の
一
員
と
し
て
働
く
な
か
で
大
学
同
窓
生
の
絆
に
助
け
ら
れ
た
経
験
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
今
日
こ
れ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
星

稜
の
お
か
げ
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
星
稜
で
学
ん
だ
と
い
う
共

通
点
か
ら
、年
代
や
立
場
を
越
え
て
助
け
合
い
、互
い
に
力
に
な
れ
る
同
窓
生
の
絆

を
こ
れ
か
ら
の
卒
業
生
に
も
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。

　
40
周
年
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
今
、同
窓
会
と
し
て
の
次
の
大
き
な
節

目
は
50
周
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
時
に
は
、私
た
ち
が
受
け
継
い
で
き

た
絆
を
若
い
人
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん
私
た
ち
と
次

の
世
代
、ま
た
そ
の
次
の
世
代
と
、同
窓
会
へ
の
思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
く
る
こ

と
で
し
ょ
う
。時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
同
窓
会
を
、変
わ
ら
な
い
星
稜
へ
の
思
い

で
存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
か
ら
長
い
時
を
経
た
今
も
母
校
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
、同
窓
会
が
熱
心
に

活
動
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。金
沢
経
済
大
学
、金
沢

星
稜
大
学
を
卒
業
し
た
誇
り
を
胸
に
、よ
り
よ
い
同
窓
会
を
卒
業
生
の
方
々
と
と
も

に
作
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

星
稜
高
等
学
校
創
立
50
年
に
際
し
て

「
5
0
0
日
ス
ト
ー
リ
ー
」を
展
開

 

　
星
稜
高
等
学
校
同
窓
会
で
は
、星
稜
高
校
創
立
50
年
の
記
念
事
業
と
し
て

「
5
0
0
日
ス
ト
ー
リ
ー
」を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
昨
年
６
月
か
ら
今
年

10
月
ま
で
の
5
0
0
日
間
、卒
業
生
同
士
の
親
睦
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、母
校
星

稜
高
校
を
あ
ら
た
め
て
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
行
し
た
も
の
で
す
。

　
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、昨
年
に
は
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

の
ラ
モ
ス
瑠
偉
氏
を
招
い
て
の
講
演
会
や
、星
稜
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
出
身
の
本
田
圭

佑
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
学
外
に
展
示
し
ま
し
た
。ま
た
今
年
は
、元
国
連

事
務
次
長
の
明
石
康
氏
の
講
演
会
、百
万
石
パ
レ
ー
ド
会
場
や
高
校
周
辺
地
域
の

清
掃
活
動
、星
稜
祭
へ
模
擬
店
を
出
店
し
て
収
益
を
生
徒
会
へ
寄
附
す
る
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
5
0
0
日
間
に
わ
た
り
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
し
ま
し
た
が
、そ
こ
に
共
通
す

る
大
き
な
テ
ー
マ
は
、「
星
稜
高
校
を
ア
ピ
ー
ル
し
、同
窓
会
が
盛
り
上
が
る
こ
と
」

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。星
稜
高
校
同
窓
会
は
現
在
３
万
人
弱
の
会
員
数
を
誇
る

大
き
な
組
織
で
す
。そ
れ
だ
け
の
数
の
人
た
ち
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
る
の
は
、や
は

り
今
星
稜
で
学
ぶ
後
輩
た
ち
が
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
や
世
間
か
ら
評

価
さ
れ
る
様
子
な
ん
で
す
。そ
の
た
め
に
も
同
窓
会
と
し
て
、い
か
に
在
校
生
を
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 「
誠
実
」が
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代
。

星
稜
の
原
点
を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
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ワ
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よ
う
に
感
じ
て
い
ま
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迷
の
時
代
、今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
は
誠
実
な
人
間
性
で
す
。世
間
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
星
稜
高
校
卒
業
生
の
方
々
も
、そ
の
分
野
で
の
実
力
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
根
本
に
誠
実
さ
を
備
え
て
い
る
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
星
稜
高
校
の
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、誠
実

と
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星
稜
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に
活
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る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
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母
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績
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。
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な
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意
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で
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。そ
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誠

実
」と
い
う
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点
を
こ
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か
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に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
星
稜
高
校
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窓
生
の
一
人
ひ
と
り
の
使
命
な
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で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

星稜高等学校同窓会

山下哲男 会長
金沢星稜大学同窓会

小嶋一夫  会長

金沢星稜大学
同窓会

星稜高等学校
同窓会

星稜高等学校同窓会「500日ストーリー」で実施されたイベント

〈2010年〉
●「輝け星稜人！ 本田圭佑をみんなで応援しよう」という企画で
　ユニフォームなどを金沢市内に展示
●文化講演会　元サッカー日本代表ラモス瑠偉氏特別講演会開催
●第49回星稜祭応援 同窓会ブース出展
●79年夏の甲子園再現！「星稜VS箕島ＯＢ戦 応援ツアー」
●関東支部総会を３年半ぶりに開催
●ビジネス交流チーム活動開始
●全国高校サッカー選手県大会出場激励会

〈2011年〉
●平成23年度総会・懇談会開催
●社会貢献「百万石パレード」後の清掃活動
●全国高校総合体育大会・総合文化祭等全国大会出場激励会
●レディス委員会「下宿生を励ます会」開催
●社会貢献 現役生徒と一緒に学校周辺を清掃
●第50回星稜祭応援 恒例の模擬店出店
●文化講演会　元国連事務次長明石康氏特別講演会開催
●創立50年記念同窓会を開催

金沢星稜大学同窓会の主な取り組み

〈学生活動奨励賞〉
学業や課外活動、社会活動において優れた功績
のあった在学生に対して、その努力を讃え支援金を
添えて表彰しています。

〈経国済民グローバル講座への講師派遣〉
各界で活躍中の経
済人・文化人を毎
回講師に迎え、生き
た経済界や社会学
を学ぶリレー講座に
多くの同窓生も講師
として参加しています。

〈国際交流留学生ケーススタディ交流会〉
留学生を対象に、日
本の文化に触れ、
体験できる機会を提
供し、より相互理解
と交流が深まる場を
提供しています。

特集2
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金沢星稜大学・星稜高等学校   同窓会長に聞く「星稜」への思い

ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
大
学
同
窓
会
。

若
い
同
窓
生
の
参
加
も
増
え
て
い
ま
す

 

　
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
は
今
年
、発
足
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。金
沢
経
済
大
学

時
代
か
ら
の
卒
業
生
は
現
在
ま
で
お
よ
そ
１
万
５
千
人
。大
学
創
設
期
に
は
毎
年

2
0
0
人
程
度
だ
っ
た
卒
業
生
も
、大
学
の
規
模
拡
大
に
従
っ
て
今
で
は
ず
い
ぶ
ん

と
多
く
な
り
、同
窓
会
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
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は
同
窓
会
発
足
40
周
年
講
演
会
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

4
0
0
人
以
上
の
同
窓
生
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。40
周
年
の
歩
み

を
祝
う
と
と
も
に
、旧
交
を
温
め
、ま
た
年
代
を
越
え
た
新
た
な
交
流
を
生
む
機
会

と
な
り
ま
し
た
。特
に
若
い
同
窓
生
の
方
々
に
と
っ
て
は
、地
域
産
業
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
を
知
り
、つ
な
が
り
を
作
る
貴
重
な
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
会
役
員
や
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
に
若
い
方
々
が
増
え
て
き
た
の
も
嬉
し
い

状
況
で
す
。少
し
前
ま
で
は
あ
る
程
度
年
齢
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ね
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方
々
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大
半
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占
め
て
い

ま
し
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窓
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つ
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強
め
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う
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活
動
し
て
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た
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果
も

あ
っ
て
、若
い
方
々
の
参
加
が
増
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い

顔
ぶ
れ
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
星
稜
高
校
の
卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、誠
実

と
い
う
星
稜
の
原
点
を
忘
れ
ず
に
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
ん
な
誠
実
な
人

材
の
輩
出
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
我
ら
が
母
校
の
大
き
な
功
績
と
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
世
の
中
を
変
え
る
力
に
も
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
星
稜
高
等
学
校
が
創
立
50
年
を
迎
え
、さ
ら
に
来
年
は
稲
置
学
園
80
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で「
星
稜
の
人
間
教
育
」を
あ
ら
た
め
て
内

外
に
表
明
す
る
こ
と
に
は
、大
き
な
意
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、星
稜
の「
誠

実
」と
い
う
原
点
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
星
稜
高
校

同
窓
生
の
一
人
ひ
と
り
の
使
命
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

星稜高等学校同窓会

山下哲男 会長
金沢星稜大学同窓会

小嶋一夫  会長

金沢星稜大学
同窓会

星稜高等学校
同窓会

星稜高等学校同窓会「500日ストーリー」で実施されたイベント

〈2010年〉
●「輝け星稜人！ 本田圭佑をみんなで応援しよう」という企画で
　ユニフォームなどを金沢市内に展示
●文化講演会　元サッカー日本代表ラモス瑠偉氏特別講演会開催
●第49回星稜祭応援 同窓会ブース出展
●79年夏の甲子園再現！「星稜VS箕島ＯＢ戦 応援ツアー」
●関東支部総会を３年半ぶりに開催
●ビジネス交流チーム活動開始
●全国高校サッカー選手県大会出場激励会

〈2011年〉
●平成23年度総会・懇談会開催
●社会貢献「百万石パレード」後の清掃活動
●全国高校総合体育大会・総合文化祭等全国大会出場激励会
●レディス委員会「下宿生を励ます会」開催
●社会貢献 現役生徒と一緒に学校周辺を清掃
●第50回星稜祭応援 恒例の模擬店出店
●文化講演会　元国連事務次長明石康氏特別講演会開催
●創立50年記念同窓会を開催

金沢星稜大学同窓会の主な取り組み

〈学生活動奨励賞〉
学業や課外活動、社会活動において優れた功績
のあった在学生に対して、その努力を讃え支援金を
添えて表彰しています。

〈経国済民グローバル講座への講師派遣〉
各界で活躍中の経
済人・文化人を毎
回講師に迎え、生き
た経済界や社会学
を学ぶリレー講座に
多くの同窓生も講師
として参加しています。

〈国際交流留学生ケーススタディ交流会〉
留学生を対象に、日
本の文化に触れ、
体験できる機会を提
供し、より相互理解
と交流が深まる場を
提供しています。

特集2
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10
月
21（
金
）〜
23
日（
日
）の
３

日
間
、流
星
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。あ
い
に
く
の
空
模
様
に
も
か

か
わ
ら
ず
、各
団
体
が
出
店
す
る

模
擬
店
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
流

星
祭
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
カ

ラ
オ
ケ
大
会
や
腕
相
撲
大
会
な
ど

の
催
し
物
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、体
育
館
や
本
館
で
は
オ
ー

プ
ン
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
企
画
が

用
意
さ
れ
、地
域
の
方
々
と
ふ
れ

あ
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

  「
星
瞬
」を
謳
歌
し
ま
し
た
！

金
沢
星
稜
大
学 高

校
時
代
に
抱
い
た「
誤
解
」が

教
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

大
学
卒
業
後
、公
立
中
学
校
で
教
員
を
し

て
い
た
私
に
星
稜
高
校
で
働
く
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
当
時
の
担
任
の
先

生
で
す
。同
じ
星
稜
高
校
の
教
員
と
し
て
先

生
を
見
て
、い
か
に
高
校
時
代
の
自
分
が
星

稜
の
先
生
方
の
表
面
し
か
見
て
い
な
か
っ
た

か
、ど
れ
だ
け
生
徒
の
こ
と
を
思
い
、労
を
惜

し
ま
ず
教
育
に
打
ち
込
ん
で
い
る
の
か
を
思

い
知
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、私
も
今
年
か
ら
ク

ラ
ス
担
任
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、あ
の
頃

自
分
ら
し
い
個
性
を
活
か
し
て

星
稜
ら
し
い
教
育
を
し
た
い

の
先
生
の
気
持
ち
や
苦
労
も
身
を
も
っ
て
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
師
像
は
、「
目
に

見
え
る
優
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、時
に
は
憎

ま
れ
役
に
な
っ
て
で
も
人
と
し
て
大
切
な
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
教
師
」な
ん
で
す
。た
と
え

生
徒
に
嫌
わ
れ
た
と
し
て
も
、最
終
的
に
は

「
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
教
師
像
は
、

そ
の
ま
ま
私
に
と
っ
て
の
当
時
の
担
任
の
先

生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

高
校
時
代
の
私
は
自
分
で
そ
れ
を
認
め
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ
の
頃
か
ら
私
に

と
っ
て
先
生
は
偉
大
な
教
師
、憧
れ
の
教
師

で
あ
り
、そ
の
気
持
ち
は
今
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。で
す
が
、私
は
そ
の
先
生
に
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、な
り
も
し
ま
せ
ん
。他
の

多
く
の
先
生
方
と
同
じ
よ
う
に
、自
分
ら
し

い
個
性
を
活
か
し
星
稜
ら
し
い
教
育
が
で
き

る
。そ
ん
な
星
稜
の
教
師
の
ひ
と
り
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

星
稜
高
校
の
出
身
で
、今
は
こ
う
し
て
母

校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す
。私
が
教
師
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
発
端
は
、遡
れ
ば
中
学
時

代
に
通
っ
て
い
た
学
習
塾
の
講
師
の
方
へ
の

憧
れ
で
し
た
。し
か
し
そ
れ
は
さ
ほ
ど
強
い

情
熱
で
は
な
く
、星
稜
高
校
で
の
３
年
間
に

は「
将
来
は
教
師
に
な
る
」と
い
う
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
だ
か
ら
話
せ
ま
す
が
、私
が
も
う
一
度
教

師
に
な
ろ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、高
校
卒

業
間
近
の
私
が
担
任
の
先
生
に
対
し
て
抱
い

て
い
た「
不
満
」で
し
た
。高
校
卒
業
の
日
、担

任
の
先
生
に
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

ひ
と
言
ず
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
渡
し
た

の
で
す
が
、私
は「
先
生
の
よ
う
な
教
師
に
は

な
り
た
く
な
い
」と
書
い
た
ん
で
す
。今
振
り

返
れ
ば
当
時
の
私
は
幼
く
、何
も
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
あ
の

頃
の
私
は
先
生
に
対
し

「
ど
う
し
て
自
分
を
も
っ

と
見
て
く
れ
な
い
の
か
」

と
思
い
続
け
て
い
た
ん

で
す
。「
自
分
な
ら
も
っ

と
い
い
教
師
に
な
っ
て

み
せ
る
」。そ
ん
な
幼
く

て
ひ
ね
く
れ
た
感
情
が
、

私
が
教
師
を
目
指
し
た

本
当
の
き
っ
か
け
で
す
。

心
の
奥
に
そ
の
わ
だ

か
ま
り
を
持
っ
た
ま
ま

大
学
時
代
を
過
ご
し
た

私
は
、星
稜
高
校
で
の
教

育
実
習
で
卒
業
以
来
初

不得意な科目に苦しむ生徒の気持ちがわかるから
「こんなこともわからないのか」は絶対に言いません。

女子テニス部顧問ですが、テニスはそれまで未経験。
でも自分の姿を通して挑戦する姿勢は伝えたいですね。

第14回星稜教職員バトンメッセージ

め
て
先
生
と
再
会
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
母

校
を
訪
れ
る
こ
と
さ
え
避
け
て
き
た
私
に
向

か
っ
て
先
生
は「
高
林
を
あ
ん
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、自
分
が
先
生
に
対
し

て
抱
い
て
き
た
も
の
が
全
部
誤
解
だ
っ
た
と

知
っ
た
ん
で
す
。私
の
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ん
て
気
に
す
る
先
生
じ
ゃ
な
い
。そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
。す
べ
て
私
の
勘
違
い
で
し
た
。

第
33
回
星
短
祭
が「
楽
し
め
な
き
ゃ

星
短
じ
ゃ
な
い
し
」と
い
う
テ
ー
マ
で
10

月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

星
稜
女
子
短
期
大
学
と
い
う
名
称
で
開

催
す
る
最
後
の
星
短
祭
で
も
あ
り
、星

短
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
を
準
備
し
ま
し
た
。実
行
委

員
が
結
成
し
た
S
J
T
48
の
ダ
ン
ス
で

幕
を
開
け
、バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
、お
茶
会
、空
手
演
部
、ク
ラ
ス
対
抗
ク
イ
ズ
や
二
人

羽
織
早
食
い
対
決
、夜
に
は
校
舎
全
体
を
使
っ
た
肝
試
し
も

あ
り
、女
子
短
大
ら
し
い
華
や
か
で
楽
し
い
2
日
間
と
な
り

ま
し
た
。毎
年
恒
例
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
は
、友
人
や
家
族
が
大
勢
つ
め
か
け
、美
し
い
星
短
花
嫁
た

ち
に
声
援
を
送
り
、星
短
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
楽
し
め
な
き
ゃ
星
短
じ
ゃ
な
い
し
」！

星
稜
女
子
短
期
大
学

9
月
5
日（
月
）・
6
日（
火
）の
2
日
間
、第
50

回
星
稜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ

は「
こ
の
星
瞬
を
心
に
」。1
日
目
は
、吹
奏
楽
部

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
始
ま
り
、じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
と
オ
レ
ス
カ
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。2
日
目
は
、Ｐ
コ
ー
ス
の
演
劇
、

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、カ
ラ
オ
ケ
、ダ
ン
ス
な
ど
の

催
し
や
、各
ク
ラ
ス
が
テ
ナ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
考
え
作
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
身
を
包
み
、勉
強
か

ら
離
れ
、星
稜
祭
を
思

い
切
り
楽
し
み
ま
し

た
。ま
た
、星
稜
同
窓

会
よ
り
出
店
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
星
瞬
を
心
に
」！

星
稜
高
等
学
校

コレ
アレ星稜

星
稜
高
等
学
校
野
球
部

西
川
健
太
郎
さ
ん

ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名
で

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
決
定
！

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
２
位

指
名
を
受
け
て
い
た
星
稜
高
校
野
球
部
の

エ
ー
ス
西
川
健
太
郎
さ
ん
が
こ
の
度
球
団

と
仮
契
約
を
結
び
、星
稜
野
球
部
の
伝
統
に

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。プ
ロ

野
球
と
い
う
大
舞
台
で
の
西
川
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
西
川
健
太
郎
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

ド
ラ
フ
ト
で
は
指
名
さ
れ
る
か
ど
う
か
不

安
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、う
れ
し
い
と

同
時
に
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

仮
契
約
を
終
え
、こ
こ
か
ら
が
勝
負
、新
し
い

ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
。

星
稜
中
学
・
高
校
で
野
球
を
続
け
て
き
て
、

学
年
が
上
が
る
た
び
に
自
分
の
レ
ベ
ル
も

ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
変

で
し
た
。で
す
が
、ラ
イ
バ
ル
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
番
の

思
い
出
は
中
学
時
代
に
全
国
大
会
優
勝
を

チ
ー
ム
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
こ
と
で
す
。

星
稜
で
野
球
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
の
は「
継
続
は
力
に
な
る
」と
い
う
こ

と
で
す
。毎
日
の
練
習
が
苦
し
く
て
も
、そ

の
結
果
と
し
て
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
た

６
年
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
小
松
辰
雄
さ
ん
や
松
井
秀
喜

さ
ん
と
い
っ
た
星
稜
野
球
部
の
大
先
輩
の
よ

う
に
活
躍
し
な
が
ら
、人
に
夢
を
与
え
ら
れ

る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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い
る
の
か
を
思

い
知
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、私
も
今
年
か
ら
ク

ラ
ス
担
任
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、あ
の
頃

自
分
ら
し
い
個
性
を
活
か
し
て

星
稜
ら
し
い
教
育
を
し
た
い

の
先
生
の
気
持
ち
や
苦
労
も
身
を
も
っ
て
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
こ
れ
か
ら
目
指
す
教
師
像
は
、「
目
に

見
え
る
優
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、時
に
は
憎

ま
れ
役
に
な
っ
て
で
も
人
と
し
て
大
切
な
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
教
師
」な
ん
で
す
。た
と
え

生
徒
に
嫌
わ
れ
た
と
し
て
も
、最
終
的
に
は

「
先
生
の
言
っ
て
い
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
教
師
像
は
、

そ
の
ま
ま
私
に
と
っ
て
の
当
時
の
担
任
の
先

生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

高
校
時
代
の
私
は
自
分
で
そ
れ
を
認
め
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、あ
の
頃
か
ら
私
に

と
っ
て
先
生
は
偉
大
な
教
師
、憧
れ
の
教
師

で
あ
り
、そ
の
気
持
ち
は
今
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。で
す
が
、私
は
そ
の
先
生
に
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、な
り
も
し
ま
せ
ん
。他
の

多
く
の
先
生
方
と
同
じ
よ
う
に
、自
分
ら
し

い
個
性
を
活
か
し
星
稜
ら
し
い
教
育
が
で
き

る
。そ
ん
な
星
稜
の
教
師
の
ひ
と
り
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

星
稜
高
校
の
出
身
で
、今
は
こ
う
し
て
母

校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す
。私
が
教
師
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
発
端
は
、遡
れ
ば
中
学
時

代
に
通
っ
て
い
た
学
習
塾
の
講
師
の
方
へ
の

憧
れ
で
し
た
。し
か
し
そ
れ
は
さ
ほ
ど
強
い

情
熱
で
は
な
く
、星
稜
高
校
で
の
３
年
間
に

は「
将
来
は
教
師
に
な
る
」と
い
う
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
だ
か
ら
話
せ
ま
す
が
、私
が
も
う
一
度
教

師
に
な
ろ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、高
校
卒

業
間
近
の
私
が
担
任
の
先
生
に
対
し
て
抱
い

て
い
た「
不
満
」で
し
た
。高
校
卒
業
の
日
、担

任
の
先
生
に
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

ひ
と
言
ず
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
渡
し
た

の
で
す
が
、私
は「
先
生
の
よ
う
な
教
師
に
は

な
り
た
く
な
い
」と
書
い
た
ん
で
す
。今
振
り

返
れ
ば
当
時
の
私
は
幼
く
、何
も
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
あ
の

頃
の
私
は
先
生
に
対
し

「
ど
う
し
て
自
分
を
も
っ

と
見
て
く
れ
な
い
の
か
」

と
思
い
続
け
て
い
た
ん

で
す
。「
自
分
な
ら
も
っ

と
い
い
教
師
に
な
っ
て

み
せ
る
」。そ
ん
な
幼
く

て
ひ
ね
く
れ
た
感
情
が
、

私
が
教
師
を
目
指
し
た

本
当
の
き
っ
か
け
で
す
。

心
の
奥
に
そ
の
わ
だ

か
ま
り
を
持
っ
た
ま
ま

大
学
時
代
を
過
ご
し
た

私
は
、星
稜
高
校
で
の
教

育
実
習
で
卒
業
以
来
初

不得意な科目に苦しむ生徒の気持ちがわかるから
「こんなこともわからないのか」は絶対に言いません。

女子テニス部顧問ですが、テニスはそれまで未経験。
でも自分の姿を通して挑戦する姿勢は伝えたいですね。
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め
て
先
生
と
再
会
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
母

校
を
訪
れ
る
こ
と
さ
え
避
け
て
き
た
私
に
向

か
っ
て
先
生
は「
高
林
を
あ
ん
な
気
持
ち
に

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、自
分
が
先
生
に
対
し

て
抱
い
て
き
た
も
の
が
全
部
誤
解
だ
っ
た
と

知
っ
た
ん
で
す
。私
の
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ん
て
気
に
す
る
先
生
じ
ゃ
な
い
。そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
。す
べ
て
私
の
勘
違
い
で
し
た
。

第
33
回
星
短
祭
が「
楽
し
め
な
き
ゃ

星
短
じ
ゃ
な
い
し
」と
い
う
テ
ー
マ
で
10

月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

星
稜
女
子
短
期
大
学
と
い
う
名
称
で
開

催
す
る
最
後
の
星
短
祭
で
も
あ
り
、星

短
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
盛
り
だ
く
さ

ん
の
企
画
を
準
備
し
ま
し
た
。実
行
委

員
が
結
成
し
た
S
J
T
48
の
ダ
ン
ス
で

幕
を
開
け
、バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
、お
茶
会
、空
手
演
部
、ク
ラ
ス
対
抗
ク
イ
ズ
や
二
人

羽
織
早
食
い
対
決
、夜
に
は
校
舎
全
体
を
使
っ
た
肝
試
し
も

あ
り
、女
子
短
大
ら
し
い
華
や
か
で
楽
し
い
2
日
間
と
な
り

ま
し
た
。毎
年
恒
例
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
は
、友
人
や
家
族
が
大
勢
つ
め
か
け
、美
し
い
星
短
花
嫁
た

ち
に
声
援
を
送
り
、星
短
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
楽
し
め
な
き
ゃ
星
短
じ
ゃ
な
い
し
」！

星
稜
女
子
短
期
大
学

9
月
5
日（
月
）・
6
日（
火
）の
2
日
間
、第
50

回
星
稜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ

は「
こ
の
星
瞬
を
心
に
」。1
日
目
は
、吹
奏
楽
部

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
始
ま
り
、じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
と
オ
レ
ス
カ
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。2
日
目
は
、Ｐ
コ
ー
ス
の
演
劇
、

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、カ
ラ
オ
ケ
、ダ
ン
ス
な
ど
の

催
し
や
、各
ク
ラ
ス
が
テ
ナ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
考
え
作
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
身
を
包
み
、勉
強
か

ら
離
れ
、星
稜
祭
を
思

い
切
り
楽
し
み
ま
し

た
。ま
た
、星
稜
同
窓

会
よ
り
出
店
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
星
瞬
を
心
に
」！

星
稜
高
等
学
校

コレ
アレ星稜

星
稜
高
等
学
校
野
球
部

西
川
健
太
郎
さ
ん

ド
ラ
フ
ト
２
位
指
名
で

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
に
入
団
決
定
！

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
ド
ラ
フ
ト
２
位

指
名
を
受
け
て
い
た
星
稜
高
校
野
球
部
の

エ
ー
ス
西
川
健
太
郎
さ
ん
が
こ
の
度
球
団

と
仮
契
約
を
結
び
、星
稜
野
球
部
の
伝
統
に

新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。プ
ロ

野
球
と
い
う
大
舞
台
で
の
西
川
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
西
川
健
太
郎
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

ド
ラ
フ
ト
で
は
指
名
さ
れ
る
か
ど
う
か
不

安
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
、う
れ
し
い
と

同
時
に
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

仮
契
約
を
終
え
、こ
こ
か
ら
が
勝
負
、新
し
い

ス
タ
ー
ト
だ
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
。

星
稜
中
学
・
高
校
で
野
球
を
続
け
て
き
て
、

学
年
が
上
が
る
た
び
に
自
分
の
レ
ベ
ル
も

ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
大
変

で
し
た
。で
す
が
、ラ
イ
バ
ル
に
負
け
た
く

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
乗

り
越
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
番
の

思
い
出
は
中
学
時
代
に
全
国
大
会
優
勝
を

チ
ー
ム
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
こ
と
で
す
。

星
稜
で
野
球
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
の
は「
継
続
は
力
に
な
る
」と
い
う
こ

と
で
す
。毎
日
の
練
習
が
苦
し
く
て
も
、そ

の
結
果
と
し
て
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
た

６
年
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
小
松
辰
雄
さ
ん
や
松
井
秀
喜

さ
ん
と
い
っ
た
星
稜
野
球
部
の
大
先
輩
の
よ

う
に
活
躍
し
な
が
ら
、人
に
夢
を
与
え
ら
れ

る
選
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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10
月
26
日（
水
）と
11
月
9
日（
水
）、就

職
活
動
開
始
間
近
の
3
年
次
女
子
学
生
を

対
象
に
就
職
活
動
向
け
メ
イ
ク
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。当
日
は
、化
粧
品
会
社「
ポ
ー

ラ
」の
6
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
好
印
象

を
与
え
る
メ
イ
ク
法
を
直
接
学
び
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、本
格
的
に
始
ま
る
就
職
活
動

に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

11
月
2
日（
水
）・
3
日（
木
・
祝
）、就
職
活

動
を
始
め
た
3
年
次
1
2
2
名
と
無
事
就

職
活
動
を
終
え
た
4
年
次
10
名
が
石
川
県

青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、就

職
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
作
成
し
た
冊
子『
メ
ン

タ
イ
コ（
面
対
己
）』（
面
接
対
策
＆
自
己
分

析
ノ
ー
ト
）を
利
用
し
、ひ
た
す
ら「
ジ
ブ
ン
」

と
向
き
合
い
、自
己
分
析
に
役
立
て
ま
し
た
。

9
月
4
日（
日
）〜
7
日（
水
）の
日
程
で
、

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

気
仙
沼
市
本
吉
地
区
で
、学
生
と
教
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。本
学

か
ら
大
畠
重
衛
学
長
、沢
野
伸
浩
准
教
授
、

成
真
希
さ
ん（
2
年
次
）、堺
友
里
さ
ん（
1

年
次
）が
参
加
し
、金
沢
星
稜
大
学
の
星
野

文
也
さ
ん（
経
済
学
部
3
年
次
）も
同
行
し

ま
し
た
。
主
に
被
災
し
た
家
屋
周
辺
の
瓦

礫
の
片
付
け
や
草
取
り
な
ど
の
活
動
を
行

ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
、現
地
で
被
害
の

甚
大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、今
後
の
継
続

的
な
支
援
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

短

安
藤
信
雄
准
教
授
の
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
米
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

と
考
案
し
た「
米
粉
麺
パ
ス
タ
」が
、10
月
25

日（
火
）の
1
日
限
定
で
本
学
と
金
沢
星
稜

大
学
の
学
食
、地
元
の
4
つ
の
ホ
テ
ル
や
一

般
企
業
の
社
員
食
堂
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
好
評
で
、い
く
つ
か
の
社
食
で
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

星
短
生
考
案
の

米
粉
麺
パ
ス
タ
大
好
評
！

短 9
月
10
日（
土
）に
今
年
度
2
回
目
と
な

る
学
内
会
社
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今

年
度
か
ら
新
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
が
、今
回
も
8
社
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。5
月
の
第
1
回
説
明
会
で
は
参
加
4
社

中
3
社
か
ら
、今
回
の
説
明
会
で
も
8
社
の

参
加
企
業
の
内
5
社（
6
名
）の
内
定
者
が

で
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
本
学
は
、学
生
と

企
業
の
出
会
い
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

学
生
の
充
実
し
た
就
職
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
と
企
業
の

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

短

11
月
16
日（
水
）、「
税
務
会
計
」（
担
当
：

盛
永
有
登
講
師
・
税
理
士
）の
受
講
生
を
対

象
に
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」と
題

し
、金
沢
税
務
署
長
の
柳
谷
内
健
一
氏
よ
り

税
務
署
の
社
会
的
役
割
や
市
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

れ
は
国
税
庁
の「
税
を
考
え
る
週
間
」に
合

わ
せ
、本
学
と
金
沢
税
務
署
が
連
携
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。講
義

内
容
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、学
生

に
と
っ
て
税
や
税
務
署
が
身
近
な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
考
え
よ
う

短

□
陸
上
競
技
部

天
皇
賜
杯
第
80
回

日
本
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

高
橋
卓
磨
さ
ん（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

が
三
段
跳
で
15
m
54
を
跳
び
、3
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

□
空
手
道
部

第
49
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

張
田
一
輝
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
次
）が

男
子
形
で
準
々
決
勝
ま
で
進
み
、ベ
ス
ト

８
に
入
り
ま
し
た
。

10
月
21
日（
金
）、今
夏
海
外
社
会
実
習
に

参
加
し
た
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ロ
シ
ア
、中
国
、イ
ギ
リ
ス
で
の
実

習
を
終
え
た
12
名
の
学
生
が
、現
地
学
生
と

の
交
流
や
現
地
企
業
に
対
し
て
行
っ
た
調

10
月
17
日（
月
）、1
年
生
は
大
学
見
学

会
に
参
加
し
、2
年
生
は
大
学
講
師
に
よ

る
模
擬
講
義
を
受
講
す
る
総
合
学
習（
進

路
研
究
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
年
生
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
北
陸

三
県
内
の
国
公
立
・
私
立
大
学
を
見
学
し
、

大
学
の
概
要
等
の
説
明
を
受
け
、将
来
の
大

学
進
学
に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

2
年
生
は
文
学
・
外
国
語
・
薬
学
な
ど
の

専
門
に
分
か
れ
た
大
学
の
講
師
23
名
を
本

校
に
お
招
き
し
、実
際
に
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

地
歴
公
民
科
の
教
員
が
主
催
す
る
歴
史

を
探
索
す
る
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ツ
ア
ー
が
、9

月
18
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
回
目
を
数
え
る
今
回
は「
近
江
・
戦
国

の
旅
〜
滋
賀
県
に
の
こ
さ
れ
た
英
雄
の
足

跡
を
た
ど
る
〜
」と
題
し
、生
徒
と
教
員
合

わ
せ
て
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
の
大

河
ド
ラ
マ
で
人
気
の
安
土
城
・
長
浜
城
や
、

黒
壁
ス
ク
エ
ア
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

周
り
、商
売
上
手
な
近
江
商
人
の
過
去
と
現

代
を
体
感
し
ま
し
た
。

歴
史
を
学
ぶ
、

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ツ
ア
ー

高

1
、2
年
生
対
象

総
合
学
習
（
進
路
研
究
）

高

就
職
活
動
用

メ
イ
ク
講
座
を
開
催
！

大

11
月
23
日（
水
・
祝
）、今
年
度
最
後
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、Ｏ
Ｃ
）が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、普
段
行
っ
て
い

る
Ｏ
Ｃ
と
は
違
い
、入
試
対
策
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、高
校
生
の
保
護
者
を

今
年
度
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
全
日
程
終
了
！

大

海
外
社
会
実
習
と

短
期
留
学
の
報
告
会
を
開
催
！

大

24
時
間
耐
久

就
職
合
宿
を
実
施
！

大

全
国
大
会
出
場

大

◎
担
当
教
員
よ
り

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
が
、母
な
る
琵
琶

湖
か
ら
多
く
の
恵
み
を
得
た
よ
う
に
、今
も

近
畿
1
4
0
0
万
人
の
命
の
水
が
、こ
の
琵

琶
湖
か
ら
流
れ
出
て
い
ま
す
。そ
の
琵
琶
湖

を
眼
下
に
見
下
ろ
す
安
土
山
の
山
頂
に
立

つ
と
、誰
し
も
が
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。来
年
は
記
念
す
べ
き

10
回
目
と
な
り
ま
す
。記
憶
に
残
る
ツ
ア
ー

に
し
た
い
も
の
で
す
。

査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
28
日（
金
）に
は
、今
夏
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
大
学
で
5
週
間
の
語
学
研
修
を
受
け

た
8
名
の
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
で

感
じ
た
事
、自
身
の
英
語
の
能
力
向
上
の
た

め
に
現
地
で
努
力
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

石
川
県
で
は
、11
月
1
日（
火
）〜
7
日

（
月
）ま
で
を「
い
し
か
わ
教
育
ウ
ィ
ー
ク
」と

定
め
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
11
月
1
日（
火
）〜
4
日（
金
）

（
3
日
を
除
く
）の
期
間
、保
護
者
を
対
象
と

し
た
授
業
公
開
・
学
校
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
く
の
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
※
県
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、学

校
、家
庭
及
び
地
域
社
会
が
連
携
し
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
供
た
ち
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
ぶ
人
づ
く
り

を
進
め
、教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

11
月
24
日（
木
）〜
27
日（
日
）の
日
程
で
、

イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
行
わ
れ
た
第

21
回
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会
に
、

花
井
亮
太
さ
ん（
1
年
）、中
村
隆
誠
さ
ん

（
3
年
）、角
田
瑞
希
さ
ん（
2
年
）、佐
竹
玲

奈
さ
ん（
2
年
）の
4
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
に
先
立
ち
、10
月
24
日（
月
）、校
長

室
に
お
い
て
干
場
久
男
校
長
よ
り
激
励
の

言
葉
と
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。日
本
選

手
団
の
一
員
と
し
て
世
界
の
一
流
選
手
と
競

い
、ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

世
界
舞
台
に
出
場
！

高

い
し
か
わ
教
育
ウ
ィ
ー
ク

高中高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
第
90
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県
大
会
で
13
年
連
続
22

度
目
の
優
勝
を
遂
げ
、決
勝
点
を
挙
げ
た
主

将
の
山
田
直
樹
さ
ん（
3
年
）が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、高
校
女
子
陸
上
部

全
国
大
会
に
出
場
！

高中

対
象
に
大
学
選
び
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
声

今
年
全
体
の
感
想
と
し
て
は
、反
省
点
な

ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、先
輩
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
改
善
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、無
事
に
す
べ
て
の
Ｏ
Ｃ

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
て
い
く

後
輩
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
Ｏ
Ｃ
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、そ
し
て
自
分
を
超
え
る
力
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。 

福
井
奈
津
紀（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

女
子
団
体

　

第
55
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

□
剣
道
部

男
子
団
体

　

第
59
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

女
子
団
体

　

第
30
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

な
お
、シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
で
角
田
さ
ん

が
3
位
、佐
竹
さ
ん
が
4
位
、花
井
さ
ん
が

6
位
に
入
り
ま
し
た
。

が
第
23
回
全
国
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走

選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会
で
4
年
ぶ
り

5
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、中
学
サ
ッ
カ
ー
部
が
高
円
宮
杯

第
23
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
Ｕ
│
15
）サ
ッ
カ
ー

選
手
権
北
信
越
大
会
を
制
し
、2
年
ぶ
り
2

度
目
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

な
お
、全
国
大
会
は
、高
校
サ
ッ
カ
ー
が

12
月
30
日（
金
）か
ら
、中
学
サ
ッ
カ
ー
が
12

月
23
日（
金
）か
ら
始
ま
り
、高
校
駅
伝
は
12

月
25
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

9
月
20
日（
火
）、エ
チ
オ
ピ
ア
の
先
生
が

2
名
来
校
さ
れ
、授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
は
、高
校
の
野
尻
慎
介
教
諭

が
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア

に
2
年
間
赴
任
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

日
本
に
招
待
さ
れ
、本
校
の
訪
問
が
実
現

し
ま
し
た
。

授
業
見
学
の
後
、全
校
生
徒
を
前
に
エ
チ

オ
ピ
ア
の
文
化
や
ダ
ン
ス
を
紹
介
い
た
だ

き
、野
尻
教
諭
が
通
訳
し
ま
し
た
。生
徒
た

ち
は
異
国
の
地
を
想
像
し
な
が
ら
、多
く
の

質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の

小
学
校
教
員
が
授
業
見
学

中

コレアレ

星稜
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10
月
26
日（
水
）と
11
月
9
日（
水
）、就

職
活
動
開
始
間
近
の
3
年
次
女
子
学
生
を

対
象
に
就
職
活
動
向
け
メ
イ
ク
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。当
日
は
、化
粧
品
会
社「
ポ
ー

ラ
」の
6
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
好
印
象

を
与
え
る
メ
イ
ク
法
を
直
接
学
び
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、本
格
的
に
始
ま
る
就
職
活
動

に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

11
月
2
日（
水
）・
3
日（
木
・
祝
）、就
職
活

動
を
始
め
た
3
年
次
1
2
2
名
と
無
事
就

職
活
動
を
終
え
た
4
年
次
10
名
が
石
川
県

青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、就

職
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
作
成
し
た
冊
子『
メ
ン

タ
イ
コ（
面
対
己
）』（
面
接
対
策
＆
自
己
分

析
ノ
ー
ト
）を
利
用
し
、ひ
た
す
ら「
ジ
ブ
ン
」

と
向
き
合
い
、自
己
分
析
に
役
立
て
ま
し
た
。

9
月
4
日（
日
）〜
7
日（
水
）の
日
程
で
、

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

気
仙
沼
市
本
吉
地
区
で
、学
生
と
教
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。本
学

か
ら
大
畠
重
衛
学
長
、沢
野
伸
浩
准
教
授
、

成
真
希
さ
ん（
2
年
次
）、堺
友
里
さ
ん（
1

年
次
）が
参
加
し
、金
沢
星
稜
大
学
の
星
野

文
也
さ
ん（
経
済
学
部
3
年
次
）も
同
行
し

ま
し
た
。
主
に
被
災
し
た
家
屋
周
辺
の
瓦

礫
の
片
付
け
や
草
取
り
な
ど
の
活
動
を
行

ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
、現
地
で
被
害
の

甚
大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、今
後
の
継
続

的
な
支
援
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

短

安
藤
信
雄
准
教
授
の
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
米
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

と
考
案
し
た「
米
粉
麺
パ
ス
タ
」が
、10
月
25

日（
火
）の
1
日
限
定
で
本
学
と
金
沢
星
稜

大
学
の
学
食
、地
元
の
4
つ
の
ホ
テ
ル
や
一

般
企
業
の
社
員
食
堂
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
好
評
で
、い
く
つ
か
の
社
食
で
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

星
短
生
考
案
の

米
粉
麺
パ
ス
タ
大
好
評
！

短 9
月
10
日（
土
）に
今
年
度
2
回
目
と
な

る
学
内
会
社
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今

年
度
か
ら
新
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
が
、今
回
も
8
社
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。5
月
の
第
1
回
説
明
会
で
は
参
加
4
社

中
3
社
か
ら
、今
回
の
説
明
会
で
も
8
社
の

参
加
企
業
の
内
5
社（
6
名
）の
内
定
者
が

で
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
本
学
は
、学
生
と

企
業
の
出
会
い
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、

学
生
の
充
実
し
た
就
職
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
と
企
業
の

出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

短

11
月
16
日（
水
）、「
税
務
会
計
」（
担
当
：

盛
永
有
登
講
師
・
税
理
士
）の
受
講
生
を
対

象
に
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」と
題

し
、金
沢
税
務
署
長
の
柳
谷
内
健
一
氏
よ
り

税
務
署
の
社
会
的
役
割
や
市
民
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

れ
は
国
税
庁
の「
税
を
考
え
る
週
間
」に
合

わ
せ
、本
学
と
金
沢
税
務
署
が
連
携
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。講
義

内
容
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、学
生

に
と
っ
て
税
や
税
務
署
が
身
近
な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

税
に
つ
い
て
考
え
よ
う

短

□
陸
上
競
技
部

天
皇
賜
杯
第
80
回

日
本
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

高
橋
卓
磨
さ
ん（
人
間
科
学
部
3
年
次
）

が
三
段
跳
で
15
m
54
を
跳
び
、3
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

□
空
手
道
部

第
49
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

張
田
一
輝
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
次
）が

男
子
形
で
準
々
決
勝
ま
で
進
み
、ベ
ス
ト

８
に
入
り
ま
し
た
。

10
月
21
日（
金
）、今
夏
海
外
社
会
実
習
に

参
加
し
た
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ロ
シ
ア
、中
国
、イ
ギ
リ
ス
で
の
実

習
を
終
え
た
12
名
の
学
生
が
、現
地
学
生
と

の
交
流
や
現
地
企
業
に
対
し
て
行
っ
た
調

10
月
17
日（
月
）、1
年
生
は
大
学
見
学

会
に
参
加
し
、2
年
生
は
大
学
講
師
に
よ

る
模
擬
講
義
を
受
講
す
る
総
合
学
習（
進

路
研
究
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
年
生
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
北
陸

三
県
内
の
国
公
立
・
私
立
大
学
を
見
学
し
、

大
学
の
概
要
等
の
説
明
を
受
け
、将
来
の
大

学
進
学
に
向
け
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

2
年
生
は
文
学
・
外
国
語
・
薬
学
な
ど
の

専
門
に
分
か
れ
た
大
学
の
講
師
23
名
を
本

校
に
お
招
き
し
、実
際
に
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

地
歴
公
民
科
の
教
員
が
主
催
す
る
歴
史

を
探
索
す
る
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ツ
ア
ー
が
、9

月
18
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
回
目
を
数
え
る
今
回
は「
近
江
・
戦
国

の
旅
〜
滋
賀
県
に
の
こ
さ
れ
た
英
雄
の
足

跡
を
た
ど
る
〜
」と
題
し
、生
徒
と
教
員
合

わ
せ
て
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。今
年
の
大

河
ド
ラ
マ
で
人
気
の
安
土
城
・
長
浜
城
や
、

黒
壁
ス
ク
エ
ア
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

周
り
、商
売
上
手
な
近
江
商
人
の
過
去
と
現

代
を
体
感
し
ま
し
た
。

歴
史
を
学
ぶ
、

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
ツ
ア
ー

高

1
、2
年
生
対
象

総
合
学
習
（
進
路
研
究
）

高

就
職
活
動
用

メ
イ
ク
講
座
を
開
催
！

大

11
月
23
日（
水
・
祝
）、今
年
度
最
後
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
以
下
、Ｏ
Ｃ
）が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、普
段
行
っ
て
い

る
Ｏ
Ｃ
と
は
違
い
、入
試
対
策
講
座
を
開
講

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、高
校
生
の
保
護
者
を

今
年
度
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
全
日
程
終
了
！

大

海
外
社
会
実
習
と

短
期
留
学
の
報
告
会
を
開
催
！

大

24
時
間
耐
久

就
職
合
宿
を
実
施
！

大

全
国
大
会
出
場

大

◎
担
当
教
員
よ
り

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
が
、母
な
る
琵
琶

湖
か
ら
多
く
の
恵
み
を
得
た
よ
う
に
、今
も

近
畿
1
4
0
0
万
人
の
命
の
水
が
、こ
の
琵

琶
湖
か
ら
流
れ
出
て
い
ま
す
。そ
の
琵
琶
湖

を
眼
下
に
見
下
ろ
す
安
土
山
の
山
頂
に
立

つ
と
、誰
し
も
が
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。来
年
は
記
念
す
べ
き

10
回
目
と
な
り
ま
す
。記
憶
に
残
る
ツ
ア
ー

に
し
た
い
も
の
で
す
。

査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
28
日（
金
）に
は
、今
夏
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
大
学
で
5
週
間
の
語
学
研
修
を
受
け

た
8
名
の
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
で

感
じ
た
事
、自
身
の
英
語
の
能
力
向
上
の
た

め
に
現
地
で
努
力
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。

石
川
県
で
は
、11
月
1
日（
火
）〜
7
日

（
月
）ま
で
を「
い
し
か
わ
教
育
ウ
ィ
ー
ク
」と

定
め
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
11
月
1
日（
火
）〜
4
日（
金
）

（
3
日
を
除
く
）の
期
間
、保
護
者
を
対
象
と

し
た
授
業
公
開
・
学
校
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
く
の
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
※
県
民
の
教
育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、学

校
、家
庭
及
び
地
域
社
会
が
連
携
し
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
供
た
ち
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
ぶ
人
づ
く
り

を
進
め
、教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

11
月
24
日（
木
）〜
27
日（
日
）の
日
程
で
、

イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
行
わ
れ
た
第

21
回
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会
に
、

花
井
亮
太
さ
ん（
1
年
）、中
村
隆
誠
さ
ん

（
3
年
）、角
田
瑞
希
さ
ん（
2
年
）、佐
竹
玲

奈
さ
ん（
2
年
）の
4
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
に
先
立
ち
、10
月
24
日（
月
）、校
長

室
に
お
い
て
干
場
久
男
校
長
よ
り
激
励
の

言
葉
と
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。日
本
選

手
団
の
一
員
と
し
て
世
界
の
一
流
選
手
と
競

い
、ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

世
界
舞
台
に
出
場
！

高

い
し
か
わ
教
育
ウ
ィ
ー
ク

高中高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
第
90
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県
大
会
で
13
年
連
続
22

度
目
の
優
勝
を
遂
げ
、決
勝
点
を
挙
げ
た
主

将
の
山
田
直
樹
さ
ん（
3
年
）が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、高
校
女
子
陸
上
部

全
国
大
会
に
出
場
！

高中

対
象
に
大
学
選
び
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
声

今
年
全
体
の
感
想
と
し
て
は
、反
省
点
な

ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、先
輩
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
改
善
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、無
事
に
す
べ
て
の
Ｏ
Ｃ

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
て
い
く

後
輩
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
Ｏ
Ｃ
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、そ
し
て
自
分
を
超
え
る
力
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。 

福
井
奈
津
紀（
人
間
科
学
部
2
年
次
）

女
子
団
体

　

第
55
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

□
剣
道
部

男
子
団
体

　

第
59
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

女
子
団
体

　

第
30
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

な
お
、シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
で
角
田
さ
ん

が
3
位
、佐
竹
さ
ん
が
4
位
、花
井
さ
ん
が

6
位
に
入
り
ま
し
た
。

が
第
23
回
全
国
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走

選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会
で
4
年
ぶ
り

5
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、中
学
サ
ッ
カ
ー
部
が
高
円
宮
杯

第
23
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
Ｕ
│
15
）サ
ッ
カ
ー

選
手
権
北
信
越
大
会
を
制
し
、2
年
ぶ
り
2

度
目
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

な
お
、全
国
大
会
は
、高
校
サ
ッ
カ
ー
が

12
月
30
日（
金
）か
ら
、中
学
サ
ッ
カ
ー
が
12

月
23
日（
金
）か
ら
始
ま
り
、高
校
駅
伝
は
12

月
25
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

9
月
20
日（
火
）、エ
チ
オ
ピ
ア
の
先
生
が

2
名
来
校
さ
れ
、授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
は
、高
校
の
野
尻
慎
介
教
諭

が
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア

に
2
年
間
赴
任
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

日
本
に
招
待
さ
れ
、本
校
の
訪
問
が
実
現

し
ま
し
た
。

授
業
見
学
の
後
、全
校
生
徒
を
前
に
エ
チ

オ
ピ
ア
の
文
化
や
ダ
ン
ス
を
紹
介
い
た
だ

き
、野
尻
教
諭
が
通
訳
し
ま
し
た
。生
徒
た

ち
は
異
国
の
地
を
想
像
し
な
が
ら
、多
く
の

質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の

小
学
校
教
員
が
授
業
見
学

中

コレアレ

星稜
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9
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中

9
月
27
日（
火
）〜
29
日（
木
）、2
年
生
が

広
島
・
関
西
方
面
へ
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。

1
日
目
は
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公
園

な
ど
の
資
料
館
を
見
学
し
、被
爆
者
の
方
の
実

体
験
を
う
か
が
っ
た
後
、皆
で
折
っ
た
千
羽
鶴

を
奉
納
し
ま
し
た
。
2
日
目
は
宮
島
に
移
動
し

て
厳
島
神
社
を
参
拝
し
、そ
の
後
、神
戸
で
は
、

人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
で
阪
神
淡
路
大
震

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
最
終
日
は
、

大
阪
で
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
や
フ
ェ
リ
ー
で

移
動
す
る
な
ど
、旅
行
中
は
常
に
集
団
行
動

を
し
、協
調
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
二
つ
の

世
界
遺
産
を
見
学
し
て
、恒
久
平
和
の
大
切

さ
を
学
習
し
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
で

野
外
体
験
を
満
喫
！

中
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行
！

中9
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）、1
年
生
と

3
年
生
が
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
へ
宿

泊
研
修
に
行
き
ま
し
た
。こ
の
研
修
は
、野
外

活
動
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
自
然
に
親

し
み
、豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
野
外
ス
ポ
ー
ツ
部
の
学
生

10
名
も
加
わ
り
、日
中
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
地

引
網
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か
れ

3
チ
ー
ム
対
抗

運
動
会
開
催
！

中10
月
21
日（
金
）、稲
置
学
園
総
合
運
動

場
に
お
い
て
第
39
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

学
年
と
ク
ラ
ス
が
入
り
混
じ
っ
た
3
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、借
り
物
競
争
、騎
馬
戦
、リ
レ
ー
な

ど
の
競
技
や
、各
チ
ー
ム
に
よ
る
応
援
合
戦
も

得
点
に
結
び
付
け
て
競
い
ま
し
た
。
大
勢
の
父

兄
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、生
徒
た
ち
と
一
緒
に

競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
19
日（
土
）、総
合
学
習
の
発
表
の
場

と
し
て
始
ま
っ
た
10
回
目
の
総
合
学
習
発

表
会
が
稲
置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。総
合

総
合
学
習
発
表
会

中

星
稜
高
等
学
校

第
66
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

 

・ 

少
年
女
子
A
3
0
0
0
ｍ

第
5
位
　
牧
川
　
恵
莉

（
北
信
越
高
校
新
記
録
）

第
5
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

 

・ 

女
子
4
0
0
ｍ
　
第
5
位
　
坂
本
　
麗
美

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
第
5
位
　
畳
野
　
美
古
都

第
16
回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
 

 
・ 

男
子
走
高
跳
　
優
勝
　
谷
内
　
宇
成

 
・ 
女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
畳
野
　
美
古
都

第
23
回
全
国
高
等
学
校

女
子
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会

　
優
勝
　
牧
川
　
恵
莉
、橋
爪
　
悠
希

　
　
　
吉
田
　
佳
代
、濱
田
　
優
理

　
　
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

第
1
区（
6
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
牧
川
　
恵
莉

 

・ 

第
2
区（
4
.
0
9
7
5
ｋ
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
区
間
賞
　
橋
爪
　
悠
希

 

・ 

第
3
区（
3
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
吉
田
　
佳
代

 

・ 

第
5
区（
5
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
広
瀬
　
亜
美

第
62
回
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会

　
第
2
位
　
田
中
　
寛
之
、嶌
田
　
直
弥

　
　
　
　
西
尾
　
博
之
、井
水
　
啓
人

　
　
　
　
宮
薗
　
飛
鳥
、吉
田
　
倫
人

　
　
　
　
関
戸
　
凪
音

第
38
回
石
川
県

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

女
子
の
部
　
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希

 

・ 

男
子
の
部
　
第
2
位
　
白
坂
　
健
志

第
3
回
石
川
県
年
齢
別

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

17
歳
以
上
女
子
の
部  

第
2
位  

佐
竹
　
玲
奈

第
90
回
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　
優
勝
 
 

 

・ 

最
優
秀
選
手
　
山
田
　
直
樹

 

・ 

得
点
王
　
井
田
　
遼
平

 

・ 

新
人
王
　
寺
村
　
介

 

平
成
23
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

□
陸
上
競
技

 

・ 

男
子
総
合
　
優
勝
 

 

・ 

女
子
総
合
　
優
勝
 

 

・ 

男
子
ト
ラ
ッ
ク
　
優
勝

 

・ 

男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
　
優
勝

 

・ 

女
子
ト
ラ
ッ
ク
　
優
勝

 

・ 

男
子
1
0
0
ｍ
　
優
勝
　
上
松
　
涼
太
郎

 

・ 

男
子
2
0
0
ｍ
　
優
勝
　
上
松
　
涼
太
郎

 

・ 

男
子
3
0
0
0
ｍ 

障
害  

優
勝
　
吉
田
　
倫
人

 

・ 

男
子
4
×
1
0
0
ｍ
R

優
勝
　
高
森
　
達
也
、上
松
　
涼
太
郎

　
　
　
管
野
　
大
輔
、津
田
　
諒
馬

 

・ 

男
子
走
高
跳
　
優
勝
　
谷
内
　
宇
成

 

・ 

男
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
小
田
　
翔
太

 

・ 

男
子
や
り
投
　
優
勝
　
松
井
　
俊
憲

 

・ 

女
子
8
0
0
ｍ
　
　
優
勝
　
濱
田
　
優
理

 

・ 

女
子
1
5
0
0
ｍ
　
優
勝
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

女
子
3
0
0
0
ｍ
　
優
勝
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

女
子
5
0
0
0
ｍ 

競
歩  

優
勝
　
濱
田
　
優
理

 

・ 

女
子
4
×
1
0
0
ｍ
R

優
勝
　
駒
田
　
薫
子
、坂
本
　
麗
美

　
　
　
野
崎
　
由
芽
、小
林
　
麻
里
子

（
大
会
新
記
録
）

 

・ 

女
子
走
高
跳
　
優
勝
　
長
谷
川
　
ひ
か
り

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
畳
野
　
美
古
都

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

 
・ 
A
ク
ラ
ス
　
優
勝
　
角
田
　
瑞
希

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
優
勝

□
テ
ニ
ス
競
技

 

・ 

女
子
団
体
　
優
勝
  

 

・ 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
　
木
村
　
優
布
子

 

・ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
勝
　
上
野
　
梨
夏
、今
井
　
由
佳

 
□
空
手
道
競
技

 

・ 

男
子
組
手
　
優
勝
　
本
　
圭
佑

 

 

□
少
林
寺
拳
法
競
技

 

・ 

男
子
　
自
由
単
独
演
武
の
部

優
勝
　
多
井
　
勁
人

第
31
回
石
川
県
高
校
囲
碁
秋
季
大
会

 

・ 

個
人
戦
女
子
　
優
勝
　
荒
木
　
あ
す
か

星
稜
中
学
校

第
3
回
石
川
県
年
齢
別

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

15・16
歳
男
子
の
部
　
優
勝
　
藤
原
　
壮
輝

平
成
23
年
度
金
沢
市
中
学
校

秋
季
新
人
大
会
剣
道
競
技

 

・ 

女
子
代
表
の
部
　
優
勝
　
四
郎
丸
　
美
里

平
成
23
年
度
石
川
県
中
学
生

新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
 

 

・ 

女
子
団
体
　
優
勝
  

第
54
回
加
賀
地
区
中
学
校

新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技

 

・ 

女
子
1
5
0
0
ｍ
　
優
勝
　
五
島
　
莉
乃

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
橋
　
侑
利

石
川
県
中
学
校
体
育
大
会

第
29
回
県
中
学
校
駅
伝
大
会

 

・ 

男
子
3
区
　
3
.
0
ｋ
ｍ
　

　
区
間
賞
　
吉
野
　
駆
流

 

・ 

女
子
1
区
　
3
.
0
ｋ
ｍ

　
区
間
賞
　
五
島
　
莉
乃

高
円
宮
杯
第
23
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
U
│
15
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
北
信
越
大
会

　
優
勝
 
 

て
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、夜
に
は
ナ
イ
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
野
外

体
験
を
満
喫
し
、そ
し
て
宿
泊
先
で
は
規
則

を
遵
守
し
、団
体
行
動
の
大
切
さ
や
規
則
正

し
い
生
活
態
度
を
改
め
て
身
に
つ
け
ま
し
た
。

学
習
の
ね
ら
い
は
、自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

学
び
考
え
、問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
て
る

こ
と
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

調
べ
た
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
、ク

イ
ズ
形
式
で
発
表
し
た
ク
ラ
ス
や
仮
装
で

表
現
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
で
の
発
表
で
、と
て
も
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
の
特
色

が
現
れ
て
い
た
発
表
会
で
し
た
。

☆
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
☆

☆
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
☆

　年
長
組
、年
中
組
の
子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。ボ
ー
ル
で
た
っ
ぷ
り
遊
び
、

慣
れ
た
と
こ
ろ
で
2
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
ゲ
ー
ム
も
楽

し
み
ま
し
た
。転
ん
で
も
痛
く
な
い
芝
生
だ
け
に
、ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
思
い
切
り
走
る
姿
は
と
て
も
格
好
よ

く
、年
少
組
は
憧
れ
の
眼
差
し
で
見
て
い
ま
し
た
。

☆
小
さ
い
秋
み
〜
つ
け
た
☆

天
気
の
良
い
日
に
は
園
周
辺
を
散
歩
し
、落
ち
葉
や

木
の
実
を
拾
っ
た
り
、風
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
り
し
ま
し

た
。ぱ
ん
だ
組
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
散
歩
が
大
好

き
！
た
く
さ
ん
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
が
開
催
さ
れ
、い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
か
ば
ん
や
楽
器
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
で

遊
ん
だ
り
、親
子
で
お
店
屋
さ
ん
に
な
っ
た
り
、楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
」と
張
り
切
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た

り
品
物
を
渡
し
た
り
し
ま
し
た
。

☆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
☆

10
月
29
日（
土
）は
年
長
組
さ
ん
、11
月
5
日（
土
）

は
年
中
組
さ
ん
が
金
沢
星
稜
大
学
の
高
垣
展
代
先
生

と
一
緒
に
、リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、耳
を
澄
ま
せ
た

り
、歌
い
な
が
ら
カ
ラ
フ
ル
な
布
で
お
花
を
作
っ
た
り
、

お
家
の
人
の
膝
の
上
で
揺
れ
た
り
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

た
り
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
た
っ
ぷ
り
で
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
か
ら
満
3
歳
児
ク
ラ
ス
の
い
ち
ご
ぐ
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。10
月
に
も
新
し
い
お
友
だ
ち
が
仲

間
入
り
し
、毎
日
元
気
に
登
園
し
て
い
ま
す
。今
で
は
幼

稚
園
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
て
、友
だ
ち
と
関
わ
っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
よ
う
で
す
。

先
日
は
、年
少
組
さ
ん
や
年
中
組
さ
ん
と
一
緒
に
お

散
歩
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。大
き
い
お
友
だ
ち
の
真
似

を
し
て
、お
花
を
摘
ん
だ
り
、お
お
ば
こ
の
茎
を
使
っ
て

お
相
撲
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
っ
て
は
じ
め
て
の
遠
足
に
も
行
き
、広
い

芝
生
の
上
を
思
い
き
り
走
り
ま
わ
り
大
喜
び
で
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

☆
は
じ
め
ま
し
て

　
　
い
ち
ご
ぐ
み
で
す
☆
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9
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中

9
月
27
日（
火
）〜
29
日（
木
）、2
年
生
が

広
島
・
関
西
方
面
へ
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。

1
日
目
は
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公
園

な
ど
の
資
料
館
を
見
学
し
、被
爆
者
の
方
の
実

体
験
を
う
か
が
っ
た
後
、皆
で
折
っ
た
千
羽
鶴

を
奉
納
し
ま
し
た
。
2
日
目
は
宮
島
に
移
動
し

て
厳
島
神
社
を
参
拝
し
、そ
の
後
、神
戸
で
は
、

人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ
ー
で
阪
神
淡
路
大
震

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。そ
し
て
最
終
日
は
、

大
阪
で
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
や
フ
ェ
リ
ー
で

移
動
す
る
な
ど
、旅
行
中
は
常
に
集
団
行
動

を
し
、協
調
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
二
つ
の

世
界
遺
産
を
見
学
し
て
、恒
久
平
和
の
大
切

さ
を
学
習
し
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
で

野
外
体
験
を
満
喫
！

中
2
泊
3
日
の
修
学
旅
行
！

中9
月
27
日（
火
）・
28
日（
水
）、1
年
生
と

3
年
生
が
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
へ
宿

泊
研
修
に
行
き
ま
し
た
。こ
の
研
修
は
、野
外

活
動
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
自
然
に
親

し
み
、豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
野
外
ス
ポ
ー
ツ
部
の
学
生

10
名
も
加
わ
り
、日
中
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
地

引
網
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
分
か
れ

3
チ
ー
ム
対
抗

運
動
会
開
催
！

中10
月
21
日（
金
）、稲
置
学
園
総
合
運
動

場
に
お
い
て
第
39
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

学
年
と
ク
ラ
ス
が
入
り
混
じ
っ
た
3
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、借
り
物
競
争
、騎
馬
戦
、リ
レ
ー
な

ど
の
競
技
や
、各
チ
ー
ム
に
よ
る
応
援
合
戦
も

得
点
に
結
び
付
け
て
競
い
ま
し
た
。
大
勢
の
父

兄
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、生
徒
た
ち
と
一
緒
に

競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
19
日（
土
）、総
合
学
習
の
発
表
の
場

と
し
て
始
ま
っ
た
10
回
目
の
総
合
学
習
発

表
会
が
稲
置
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。総
合

総
合
学
習
発
表
会

中

星
稜
高
等
学
校

第
66
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

 

・ 

少
年
女
子
A
3
0
0
0
ｍ

第
5
位
　
牧
川
　
恵
莉

（
北
信
越
高
校
新
記
録
）

第
5
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
 

 

・ 

女
子
4
0
0
ｍ
　
第
5
位
　
坂
本
　
麗
美

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
第
5
位
　
畳
野
　
美
古
都

第
16
回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
 

 

・ 

男
子
走
高
跳
　
優
勝
　
谷
内
　
宇
成

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
畳
野
　
美
古
都

第
23
回
全
国
高
等
学
校

女
子
駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会

　
優
勝
　
牧
川
　
恵
莉
、橋
爪
　
悠
希

　
　
　
吉
田
　
佳
代
、濱
田
　
優
理

　
　
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

第
1
区（
6
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
牧
川
　
恵
莉

 

・ 

第
2
区（
4
.
0
9
7
5
ｋ
ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
区
間
賞
　
橋
爪
　
悠
希

 

・ 

第
3
区（
3
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
吉
田
　
佳
代

 

・ 

第
5
区（
5
ｋ
ｍ
）区
間
賞
　
広
瀬
　
亜
美

第
62
回
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選
会

　
第
2
位
　
田
中
　
寛
之
、嶌
田
　
直
弥

　
　
　
　
西
尾
　
博
之
、井
水
　
啓
人

　
　
　
　
宮
薗
　
飛
鳥
、吉
田
　
倫
人

　
　
　
　
関
戸
　
凪
音

第
38
回
石
川
県

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

女
子
の
部
　
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希

 

・ 

男
子
の
部
　
第
2
位
　
白
坂
　
健
志

第
3
回
石
川
県
年
齢
別

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

17
歳
以
上
女
子
の
部  

第
2
位  

佐
竹
　
玲
奈

第
90
回
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
石
川
県
大
会

　
優
勝
 
 

 

・ 

最
優
秀
選
手
　
山
田
　
直
樹

 

・ 

得
点
王
　
井
田
　
遼
平

 

・ 

新
人
王
　
寺
村
　
介

 

平
成
23
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

□
陸
上
競
技

 

・ 

男
子
総
合
　
優
勝
 

 

・ 

女
子
総
合
　
優
勝
 

 

・ 

男
子
ト
ラ
ッ
ク
　
優
勝

 

・ 

男
子
フ
ィ
ー
ル
ド
　
優
勝

 

・ 

女
子
ト
ラ
ッ
ク
　
優
勝

 

・ 

男
子
1
0
0
ｍ
　
優
勝
　
上
松
　
涼
太
郎

 

・ 

男
子
2
0
0
ｍ
　
優
勝
　
上
松
　
涼
太
郎

 

・ 

男
子
3
0
0
0
ｍ 

障
害  

優
勝
　
吉
田
　
倫
人

 

・ 

男
子
4
×
1
0
0
ｍ
R

優
勝
　
高
森
　
達
也
、上
松
　
涼
太
郎

　
　
　
管
野
　
大
輔
、津
田
　
諒
馬

 

・ 

男
子
走
高
跳
　
優
勝
　
谷
内
　
宇
成

 

・ 

男
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
小
田
　
翔
太

 

・ 

男
子
や
り
投
　
優
勝
　
松
井
　
俊
憲

 

・ 

女
子
8
0
0
ｍ
　
　
優
勝
　
濱
田
　
優
理

 

・ 

女
子
1
5
0
0
ｍ
　
優
勝
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

女
子
3
0
0
0
ｍ
　
優
勝
　
広
瀬
　
亜
美

 

・ 

女
子
5
0
0
0
ｍ 

競
歩  

優
勝
　
濱
田
　
優
理

 

・ 

女
子
4
×
1
0
0
ｍ
R

優
勝
　
駒
田
　
薫
子
、坂
本
　
麗
美

　
　
　
野
崎
　
由
芽
、小
林
　
麻
里
子

（
大
会
新
記
録
）

 

・ 

女
子
走
高
跳
　
優
勝
　
長
谷
川
　
ひ
か
り

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
畳
野
　
美
古
都

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

 

・ 

A
ク
ラ
ス
　
優
勝
　
角
田
　
瑞
希

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　
優
勝

□
テ
ニ
ス
競
技

 

・ 

女
子
団
体
　
優
勝
  

 

・ 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
　
木
村
　
優
布
子

 

・ 

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
勝
　
上
野
　
梨
夏
、今
井
　
由
佳

 
□
空
手
道
競
技

 

・ 

男
子
組
手
　
優
勝
　
本
　
圭
佑

 

 

□
少
林
寺
拳
法
競
技

 

・ 

男
子
　
自
由
単
独
演
武
の
部

優
勝
　
多
井
　
勁
人

第
31
回
石
川
県
高
校
囲
碁
秋
季
大
会

 

・ 

個
人
戦
女
子
　
優
勝
　
荒
木
　
あ
す
か

星
稜
中
学
校

第
3
回
石
川
県
年
齢
別

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会

 

・ 

15・16
歳
男
子
の
部
　
優
勝
　
藤
原
　
壮
輝

平
成
23
年
度
金
沢
市
中
学
校

秋
季
新
人
大
会
剣
道
競
技

 

・ 

女
子
代
表
の
部
　
優
勝
　
四
郎
丸
　
美
里

平
成
23
年
度
石
川
県
中
学
生

新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
 

 

・ 

女
子
団
体
　
優
勝
  

第
54
回
加
賀
地
区
中
学
校

新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技

 

・ 

女
子
1
5
0
0
ｍ
　
優
勝
　
五
島
　
莉
乃

 

・ 

女
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
橋
　
侑
利

石
川
県
中
学
校
体
育
大
会

第
29
回
県
中
学
校
駅
伝
大
会

 

・ 

男
子
3
区
　
3
.
0
ｋ
ｍ
　

　
区
間
賞
　
吉
野
　
駆
流

 

・ 

女
子
1
区
　
3
.
0
ｋ
ｍ

　
区
間
賞
　
五
島
　
莉
乃

高
円
宮
杯
第
23
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
U
│
15
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
北
信
越
大
会

　
優
勝
 
 

て
体
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、夜
に
は
ナ
イ
ト
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
野
外

体
験
を
満
喫
し
、そ
し
て
宿
泊
先
で
は
規
則

を
遵
守
し
、団
体
行
動
の
大
切
さ
や
規
則
正

し
い
生
活
態
度
を
改
め
て
身
に
つ
け
ま
し
た
。

学
習
の
ね
ら
い
は
、自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

学
び
考
え
、問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
て
る

こ
と
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

調
べ
た
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
、ク

イ
ズ
形
式
で
発
表
し
た
ク
ラ
ス
や
仮
装
で

表
現
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
で
の
発
表
で
、と
て
も
緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
の
特
色

が
現
れ
て
い
た
発
表
会
で
し
た
。

☆
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
☆

☆
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
☆

　年
長
組
、年
中
組
の
子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。ボ
ー
ル
で
た
っ
ぷ
り
遊
び
、

慣
れ
た
と
こ
ろ
で
2
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
ゲ
ー
ム
も
楽

し
み
ま
し
た
。転
ん
で
も
痛
く
な
い
芝
生
だ
け
に
、ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
思
い
切
り
走
る
姿
は
と
て
も
格
好
よ

く
、年
少
組
は
憧
れ
の
眼
差
し
で
見
て
い
ま
し
た
。

☆
小
さ
い
秋
み
〜
つ
け
た
☆

天
気
の
良
い
日
に
は
園
周
辺
を
散
歩
し
、落
ち
葉
や

木
の
実
を
拾
っ
た
り
、風
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
り
し
ま
し

た
。ぱ
ん
だ
組
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
散
歩
が
大
好

き
！
た
く
さ
ん
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
ワ
ー
ル
ド
が
開
催
さ
れ
、い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
や
か
ば
ん
や
楽
器
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
で

遊
ん
だ
り
、親
子
で
お
店
屋
さ
ん
に
な
っ
た
り
、楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
」と
張
り
切
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た

り
品
物
を
渡
し
た
り
し
ま
し
た
。

☆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
☆

10
月
29
日（
土
）は
年
長
組
さ
ん
、11
月
5
日（
土
）

は
年
中
組
さ
ん
が
金
沢
星
稜
大
学
の
高
垣
展
代
先
生

と
一
緒
に
、リ
ト
ミ
ッ
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、耳
を
澄
ま
せ
た

り
、歌
い
な
が
ら
カ
ラ
フ
ル
な
布
で
お
花
を
作
っ
た
り
、

お
家
の
人
の
膝
の
上
で
揺
れ
た
り
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し

た
り
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
た
っ
ぷ
り
で
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
か
ら
満
3
歳
児
ク
ラ
ス
の
い
ち
ご
ぐ
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。10
月
に
も
新
し
い
お
友
だ
ち
が
仲

間
入
り
し
、毎
日
元
気
に
登
園
し
て
い
ま
す
。今
で
は
幼

稚
園
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
て
、友
だ
ち
と
関
わ
っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
よ
う
で
す
。

先
日
は
、年
少
組
さ
ん
や
年
中
組
さ
ん
と
一
緒
に
お

散
歩
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。大
き
い
お
友
だ
ち
の
真
似

を
し
て
、お
花
を
摘
ん
だ
り
、お
お
ば
こ
の
茎
を
使
っ
て

お
相
撲
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗
っ
て
は
じ
め
て
の
遠
足
に
も
行
き
、広
い

芝
生
の
上
を
思
い
き
り
走
り
ま
わ
り
大
喜
び
で
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

☆
は
じ
め
ま
し
て

　
　
い
ち
ご
ぐ
み
で
す
☆
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オトナ
ミカタ

の

小
学
校
入
学
前
の
心
構
え

〜
親
が
模
範
を
示
そ
う
〜

金
沢
星
稜
大
学
附
属 

星
稜
泉
野
幼
稚
園
長

大
宮
弘
一

稲
置
学
園
に
は
、各
設
置
校
の
同
窓
会
の
他

に
、４
つ
の
同
窓
会
が
連
携
し
て
活
動
す
る

「
稲
置
学
園
同
窓
会
」が
あ
り
ま
す
。
学
校
ご

と
の
垣
根
を
越
え
て「
星
稜
の
教
育
」を
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
学
園
同
窓
会
。
そ
の

会
長
で
あ
る
園
田
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

園
田
さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

「
稲
置
学
園
同
窓
会
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

　
稲
置
学
園
同
窓
会
は
、星
稜
高
等
学
校
の
前
身
で

あ
る
実
践
商
業
高
等
学
校
、星
稜
高
等
学
校
、星
稜
女

子
短
期
大
学
、そ
し
て
旧
金
沢
経
済
大
学
・
金
沢
星

稜
大
学
の
４
つ
の
同
窓
会
が
、母
校
稲
置
学
園
へ
の

思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
平
成
12
年
に
発
足
し
た
も
の

で
す
。
各
校
同
窓
会
の
上
部
組
織
と
し
て
、同
窓
生
の

親
睦
を
図
り
、ま
た
稲
置
学
園
の
教
育
を
応
援
し
て

い
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、学
園
全

体
で
の
大
き
な
事
業
な
ど
の
運
営
を
学
園
同
窓
会
が

担
い
ま
す
。
来
年
は
稲
置
学
園
創
立
80
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
す
か
ら
、学
園
同
窓
会
と
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 

学
園
同
窓
会
と
し
て
、創
立
80
周
年
に
は

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
で
す
か
？

 

　
80
周
年
の
創
立
記
念
日
を
目
前
に
控
え
た
来
年
９

月
、金
沢
市
の
し
い
の
き
迎
賓
館
で
稲
置
学
園
全
体

の
同
窓
生
・
在
校
生
・
教
職
員
が
一
堂
に
会
す
る「
星

稜
祭（
仮
称
）」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
総
合
学
園

と
し
て
の
規
模
と
、多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き

た
歴
史
を
持
つ
稲
置
学
園
な
ら
で
は
の
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
で
し
ょ
う
。
学
園
同
窓
会
と
し
て
も
こ
れ
ま

で
で
も
っ
と
も
大
き
な
事
業
で
す
。
大
変
お
も
し
ろ

く
、ま
た
意
味
深
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

園
田
会
長
ご
自
身
は
、

実
践
商
業
高
等
学
校
の
ご
出
身
だ
そ
う
で
す
ね
。

 

　
は
い
。昭
和
36
年
の
卒
業
生
で
す
。
当
時
を
振
り

返
っ
て
思
い
出
深
い
の
は
、や
は
り
稲
置
繁
男
初
代

理
事
長
の
数
々
の
教
え
で
す
ね
。私
は
あ
ま
り
勉
強

が
得
意
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が（
笑
）、人

と
し
て
大
切
な
道
徳
や
誠
実
さ
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
稲
置
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。在
学

中
は
も
ち
ろ
ん
、卒
業
後
も
こ
と
あ
る
ご
と
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
稲
置
先
生
は
、私
に
と
っ
て
は
第
二

の
父
親
の
よ
う
な
存
在
。私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
50
年
、独
立
起
業
し
て
か
ら
40
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
う
し
て
今
も
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
せ
て
い
る

の
は
、稲
置
先
生
か
ら
人
間
と
し
て
の
基
本
を
し
っ

か
り
と
教
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
園
同
窓
会
の
役
割
、存
在
意
義
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

 

　
学
園
同
窓
会
は「
稲
置
学
園
の
大
応
援
団
」で
す
。

先
代
理
事
長
か
ら
続
く
稲
置
学
園
の「
人
づ
く
り
」に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る

現
代
、誠
実
な
人
間
性
を
育
む
星
稜
の
人
間
教
育
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
教
育
を
支

援
す
る
こ
と
で
、私
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
稲
置
先
生

に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、私
は
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に「
仲
間

の
大
切
さ
」を
強
く
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

星
稜
で
学
ん
だ
人
た
ち
が
そ
の
絆
を
一
生
の
財
産
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、同
窓
生
同
士
の
、ま
た

学
園
と
同
窓
生
の
絆
を
強
く
結
ぶ
役
割
を
、こ
の
学

園
同
窓
会
で
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲置学園同窓会
園田新午 会長

「
稲
置
学
園
の
大
応
援
団
」と
し
て
、

星
稜
の
人
間
教
育
に
エ
ー
ル
を
送
る

稲
置
学
園
同
窓
会

　
早
い
も
の
で
、年
長
さ
ん
は
年
が
明
け
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
3
月

卒
園
と
同
時
に
小
学
校
入
学
で
す
。ラ
ン
ド
セ
ル
の
Ｃ
Ｍ
も
流
れ
て
い

ま
す
。既
に
購
入
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
…
。そ
し
て
今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
は
来
年
入
学
す
る
一
年
生
の
た
め
に
様
々
な
体

験
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
年
長
組
さ
ん
を
迎
え
る
会
」、「
学
校
見

学
会（
一
年
生
の
授
業
参
観
・
施
設
見
学
他
）」等
で
す
。先
月
も
恒
例
と

な
り
ま
し
た
が
星
稜
泉
野
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
全
員
が
泉
野
小
学
校
へ

一
年
生
の
授
業
の
様
子
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。教
室
の
後
ろ
に
並
ん

で
緊
張
し
た
面
持
ち
で
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
中
に
は
、「
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
や
ろ
か
？
」

「
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
か
な
？
」な
ど
心
配
す
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
ね
。も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
こ
れ
ま
で
機
会
が
あ
っ
て

入
学
前
の
お
母
さ
ん
方
に「
心
構
え
」的
な
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
く〝
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
〞と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

常
に
ゆ
と
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
近
頃
は
親
と
一
緒
に

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
お
子
さ
ん
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
に

は
、
お
父
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
！
な
ん
て
話
も
聞
き
ま
す
。
朝

寝
坊
し
て
寝
ぼ
け
眼
で
は
朝
ご
は
ん
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
朝
か
ら「
早

く
早
く
」と
急
か
さ
れ
て
は
、そ
の
日
一
日
気
持
ち
が
焦
っ
た
ま
ま
で
す
。

ア
：
早
く
寝
て
睡
眠
を
十
分
に
と
る
　
イ
：
朝
ご
は
ん
は
楽
し
く
　

ウ
：
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
気
を
つ
け
て
！
は
明
る
い
声
と
笑
顔
で

　「
何
で
も
自
分
で
し
よ
う
！
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
逆

で「
6
歳
の
子
が
何
で
も
で
き
る
わ
け
が
な
い
」と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
！
」
と
言
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
は

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

ア
：『
お
は
よ
う
！
』  

イ
：
洗
面  

ウ
：
着
替
え  

エ
：
食
事  

オ
：
準
備

カ
：「
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
・
気
を
つ
け
て
ね
！
」

キ
：「
た
だ
い
ま
ー
！
、
お
帰
り
ー
！
』

　
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
勿
論
も
っ
と
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
で
き
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。
で
き
た
こ
と
は
ほ
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
明
る
い
声
と
笑
顔
で
す
よ
！

　
そ
れ
か
ら
、好
き
嫌
い
を
で
き
る
だ
け
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
質
的
に
無
理
な
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い
と
し
て
、「
自
分
の
家
の
味

と
違
う
！
」
と
言
っ
て
食
べ
な
い
子
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
う

一
つ
、
お
箸
の
持
ち
方
も
大
事
で
す
ね
。
お
茶
碗
に
人
差
し
指
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

ゆ
っ
く
り
と
少
し
ず
つ
!

　
星
稜
幼
稚
園
、
星
稜
泉
野
幼
稚
園
で
は
、
入
園
式
、
各
学
期
毎
の
終

業
式
や
始
業
式
、
年
間
を
通
し
て
の
園
外
活
動
の
際
の
道
の
歩
き
方
・

横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
そ
し
て
金
沢
市
の
歩
け
る
環
境
推
進
課
の
交
通

安
全
教
室
等
々
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
教
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
や
文
字
で
い
く
ら
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
伝
え
て
も
危
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
行
動
が
伴
い
ま
せ

ん
。
繰
り
返
し
が
と
て
も
大
切
で
す
。
近
頃
は
、横
断
歩
道
に
人
が
立
っ

て
い
て
も
止
ま
っ
て
く
れ
る
車
は
大
変
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。ま
ず
、

親
が
模
範
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
歩
い
て
い
る
時
、
ド
ラ
イ
ブ
の

時
、
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
命
は
一
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
！
事
故
の
被
害
者
に
な
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
加
害
者
に
な
る
こ

と
も
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
各
小
学
校
で
も
新
1
年
生
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
は
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
順
備
を

し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
を
さ
れ
る
の
で
す
が
、

保
護
者
の
中
に
は
ど
う
し
て
も
集
団
生
活
に
な
じ
め
る
か
ど
う
か
心
配

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
遠
慮
な
く
小
学
校
と

お
話
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
ど
う
し
よ
う
」
と
悩
ま
れ

る
よ
り
、
意
外
と
解
決
す
る
も
の
で
す
。
又
、
春
休
み
を
利
用
し
て
小

学
校
に
出
か
け
て
み
る
の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
通
学

路
を
歩
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
と
に
か
く
大
切
な
の
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
新
学
期
を
迎
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
ご
家
庭

が
癒
し
の
場
と
な
る
の
で
す
か
ら
！

 

生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ
け
る

1

交
通
安
全

3

心
配
な
こ
と
は
学
校
へ

4

で
き
る
こ
と
は
自
分
で

2
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『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

小
学
校
入
学
前
の
心
構
え

〜
親
が
模
範
を
示
そ
う
〜

金
沢
星
稜
大
学
附
属 

星
稜
泉
野
幼
稚
園
長

大
宮
弘
一

稲
置
学
園
に
は
、各
設
置
校
の
同
窓
会
の
他

に
、４
つ
の
同
窓
会
が
連
携
し
て
活
動
す
る

「
稲
置
学
園
同
窓
会
」が
あ
り
ま
す
。
学
校
ご

と
の
垣
根
を
越
え
て「
星
稜
の
教
育
」を
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
学
園
同
窓
会
。
そ
の

会
長
で
あ
る
園
田
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

園
田
さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

「
稲
置
学
園
同
窓
会
」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

　
稲
置
学
園
同
窓
会
は
、星
稜
高
等
学
校
の
前
身
で

あ
る
実
践
商
業
高
等
学
校
、星
稜
高
等
学
校
、星
稜
女

子
短
期
大
学
、そ
し
て
旧
金
沢
経
済
大
学
・
金
沢
星

稜
大
学
の
４
つ
の
同
窓
会
が
、母
校
稲
置
学
園
へ
の

思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
平
成
12
年
に
発
足
し
た
も
の

で
す
。
各
校
同
窓
会
の
上
部
組
織
と
し
て
、同
窓
生
の

親
睦
を
図
り
、ま
た
稲
置
学
園
の
教
育
を
応
援
し
て

い
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、学
園
全

体
で
の
大
き
な
事
業
な
ど
の
運
営
を
学
園
同
窓
会
が

担
い
ま
す
。
来
年
は
稲
置
学
園
創
立
80
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
す
か
ら
、学
園
同
窓
会
と
し
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 

学
園
同
窓
会
と
し
て
、創
立
80
周
年
に
は

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
で
す
か
？

 

　
80
周
年
の
創
立
記
念
日
を
目
前
に
控
え
た
来
年
９

月
、金
沢
市
の
し
い
の
き
迎
賓
館
で
稲
置
学
園
全
体

の
同
窓
生
・
在
校
生
・
教
職
員
が
一
堂
に
会
す
る「
星

稜
祭（
仮
称
）」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
総
合
学
園

と
し
て
の
規
模
と
、多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き

た
歴
史
を
持
つ
稲
置
学
園
な
ら
で
は
の
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
る
で
し
ょ
う
。
学
園
同
窓
会
と
し
て
も
こ
れ
ま

で
で
も
っ
と
も
大
き
な
事
業
で
す
。
大
変
お
も
し
ろ

く
、ま
た
意
味
深
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

園
田
会
長
ご
自
身
は
、

実
践
商
業
高
等
学
校
の
ご
出
身
だ
そ
う
で
す
ね
。

 

　
は
い
。昭
和
36
年
の
卒
業
生
で
す
。
当
時
を
振
り

返
っ
て
思
い
出
深
い
の
は
、や
は
り
稲
置
繁
男
初
代

理
事
長
の
数
々
の
教
え
で
す
ね
。私
は
あ
ま
り
勉
強

が
得
意
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が（
笑
）、人

と
し
て
大
切
な
道
徳
や
誠
実
さ
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
稲
置
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。在
学

中
は
も
ち
ろ
ん
、卒
業
後
も
こ
と
あ
る
ご
と
に
ご
指

導
い
た
だ
い
た
稲
置
先
生
は
、私
に
と
っ
て
は
第
二

の
父
親
の
よ
う
な
存
在
。私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
50
年
、独
立
起
業
し
て
か
ら
40
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
う
し
て
今
も
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
せ
て
い
る

の
は
、稲
置
先
生
か
ら
人
間
と
し
て
の
基
本
を
し
っ

か
り
と
教
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
園
同
窓
会
の
役
割
、存
在
意
義
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

 

　
学
園
同
窓
会
は「
稲
置
学
園
の
大
応
援
団
」で
す
。

先
代
理
事
長
か
ら
続
く
稲
置
学
園
の「
人
づ
く
り
」に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
る

現
代
、誠
実
な
人
間
性
を
育
む
星
稜
の
人
間
教
育
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
教
育
を
支

援
す
る
こ
と
で
、私
自
身
を
育
て
て
く
れ
た
稲
置
先
生

に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、私
は
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に「
仲
間

の
大
切
さ
」を
強
く
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

星
稜
で
学
ん
だ
人
た
ち
が
そ
の
絆
を
一
生
の
財
産
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、同
窓
生
同
士
の
、ま
た

学
園
と
同
窓
生
の
絆
を
強
く
結
ぶ
役
割
を
、こ
の
学

園
同
窓
会
で
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

稲置学園同窓会
園田新午 会長

「
稲
置
学
園
の
大
応
援
団
」と
し
て
、

星
稜
の
人
間
教
育
に
エ
ー
ル
を
送
る

稲
置
学
園
同
窓
会

　
早
い
も
の
で
、年
長
さ
ん
は
年
が
明
け
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
3
月

卒
園
と
同
時
に
小
学
校
入
学
で
す
。ラ
ン
ド
セ
ル
の
Ｃ
Ｍ
も
流
れ
て
い

ま
す
。既
に
購
入
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
…
。そ
し
て
今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
は
来
年
入
学
す
る
一
年
生
の
た
め
に
様
々
な
体

験
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
年
長
組
さ
ん
を
迎
え
る
会
」、「
学
校
見

学
会（
一
年
生
の
授
業
参
観
・
施
設
見
学
他
）」等
で
す
。先
月
も
恒
例
と

な
り
ま
し
た
が
星
稜
泉
野
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
全
員
が
泉
野
小
学
校
へ

一
年
生
の
授
業
の
様
子
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。教
室
の
後
ろ
に
並
ん

で
緊
張
し
た
面
持
ち
で
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
中
に
は
、「
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
や
ろ
か
？
」

「
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る
か
な
？
」な
ど
心
配
す
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
ね
。も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
こ
れ
ま
で
機
会
が
あ
っ
て

入
学
前
の
お
母
さ
ん
方
に「
心
構
え
」的
な
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
く〝
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
〞と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

常
に
ゆ
と
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
近
頃
は
親
と
一
緒
に

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
お
子
さ
ん
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
に

は
、
お
父
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
！
な
ん
て
話
も
聞
き
ま
す
。
朝

寝
坊
し
て
寝
ぼ
け
眼
で
は
朝
ご
は
ん
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
朝
か
ら「
早

く
早
く
」と
急
か
さ
れ
て
は
、そ
の
日
一
日
気
持
ち
が
焦
っ
た
ま
ま
で
す
。

ア
：
早
く
寝
て
睡
眠
を
十
分
に
と
る
　
イ
：
朝
ご
は
ん
は
楽
し
く
　

ウ
：
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
気
を
つ
け
て
！
は
明
る
い
声
と
笑
顔
で

　「
何
で
も
自
分
で
し
よ
う
！
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
逆

で「
6
歳
の
子
が
何
で
も
で
き
る
わ
け
が
な
い
」と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
！
」
と
言
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
は

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

ア
：『
お
は
よ
う
！
』  

イ
：
洗
面  

ウ
：
着
替
え  

エ
：
食
事  

オ
：
準
備

カ
：「
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
・
気
を
つ
け
て
ね
！
」

キ
：「
た
だ
い
ま
ー
！
、
お
帰
り
ー
！
』

　
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
で
し
ょ
う
。
勿
論
も
っ
と
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
で
き
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。
で
き
た
こ
と
は
ほ
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
明
る
い
声
と
笑
顔
で
す
よ
！

　
そ
れ
か
ら
、好
き
嫌
い
を
で
き
る
だ
け
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
質
的
に
無
理
な
も
の
は
し
ょ
う
が
な
い
と
し
て
、「
自
分
の
家
の
味

と
違
う
！
」
と
言
っ
て
食
べ
な
い
子
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
う

一
つ
、
お
箸
の
持
ち
方
も
大
事
で
す
ね
。
お
茶
碗
に
人
差
し
指
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

ゆ
っ
く
り
と
少
し
ず
つ
!

　
星
稜
幼
稚
園
、
星
稜
泉
野
幼
稚
園
で
は
、
入
園
式
、
各
学
期
毎
の
終

業
式
や
始
業
式
、
年
間
を
通
し
て
の
園
外
活
動
の
際
の
道
の
歩
き
方
・

横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
そ
し
て
金
沢
市
の
歩
け
る
環
境
推
進
課
の
交
通

安
全
教
室
等
々
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
教
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉
や
文
字
で
い
く
ら
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
伝
え
て
も
危
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
行
動
が
伴
い
ま
せ

ん
。
繰
り
返
し
が
と
て
も
大
切
で
す
。
近
頃
は
、横
断
歩
道
に
人
が
立
っ

て
い
て
も
止
ま
っ
て
く
れ
る
車
は
大
変
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。ま
ず
、

親
が
模
範
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
歩
い
て
い
る
時
、
ド
ラ
イ
ブ
の

時
、
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
命
は
一
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
！
事
故
の
被
害
者
に
な
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
加
害
者
に
な
る
こ

と
も
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
各
小
学
校
で
も
新
1
年
生
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
は
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
順
備
を

し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
入
学
を
さ
れ
る
の
で
す
が
、

保
護
者
の
中
に
は
ど
う
し
て
も
集
団
生
活
に
な
じ
め
る
か
ど
う
か
心
配

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
遠
慮
な
く
小
学
校
と

お
話
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
ど
う
し
よ
う
」
と
悩
ま
れ

る
よ
り
、
意
外
と
解
決
す
る
も
の
で
す
。
又
、
春
休
み
を
利
用
し
て
小

学
校
に
出
か
け
て
み
る
の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
通
学

路
を
歩
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
と
に
か
く
大
切
な
の
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
新
学
期
を
迎
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
も
ご
家
庭

が
癒
し
の
場
と
な
る
の
で
す
か
ら
！
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の
リ
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る
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と
は
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き
る
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と
は
自
分
で
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本
年
度
、金
沢
星
稜
大
学
は「
平

成
23
年
度
石
川
県
地
域
連
携
促
進
事

業（
高
等
教
育
機
関
特
別
枠
）」に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、石
川
県

で
新
た
に
造
成
さ
れ
た
石
川
県
民
間

非
営
利
団
体
活
動
支
援
臨
時
特
例
基

金
を
活
用
し
、高
等
教
育
機
関
を
軸

と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に

対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

10
月
7
日（
金
）、石
川
県
庁
特
別
会

総
合
型
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
設
置
事
業

〜
穴
水
町「
地
域
連
携
・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と
し
た
体
験
交
流
活
動
の
展
開
〜

議
室
に
お
い
て
認
定
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。谷
本
正
憲
県
知
事
よ
り
宮
﨑

正
史
副
学
長
に
認
定
書
が
授
与
さ

れ
、そ
の
後
、認
定
団
体
を
代
表
し
、

人
間
科
学
部
・
池
田
幸
應
教
授
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
学
科
4
年
次
の
小
林
雄

作
さ
ん
、山
岸
香
央
里
さ
ん
の
2
名

が
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。石
川
宣
雄
穴
水
町
長
も

臨
席
し
、本
学
と
の
地
域
連
携
促
進

へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
池
田
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
中
心
と
し
て「
加
夫
刀
曳

き
舟
祭
り
」「
穴
水
町
駅
伝
競
走
大

会
」等
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川「
地
域

課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
」

「
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
」等
に
も
採
択
さ
れ
て
い
ま
す

が
、本
事
業
に
よ
っ
て
、「
地
域
連
携
・

交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と

し
、全
学
的
、全
町
的
に
穴
水
町
と

の
連
携
活
動
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

既
に
事
業
の
一
環
と
し
て
、10
月

22
日（
土
）・
29
日（
土
）、甲
地
区
で

青
年
団
と
協
働
で
稲
刈
り
活
動
や
11

月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）の
1
泊
2

日
で
の
金
沢
市
内
の
小
学
生
の
親
子

を
対
象
と
し
た
農
村
漁
村
体
験
活
動

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
穴
水
町
さ
わ
や
か
交
流
館 

プ
ル
ー
ト
」に
お
い
て
、10
月
29
日

（
土
）を
第
1
回
と
し
て
連
続
で
本

学
総
合
研
究
所
講
座「
奥
能
登
ジ
ャ

ン
プ
│
こ
れ
か
ら
の
穴
水
を
考
え

よ
う
│
」が
穴
水
町
と
の
共
催
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
回
の
2
月

25
日（
土
）に
は
、地
域
資
源
、地
域

課
題
、課
題
対
応
策
等
に
つ
い
て
相

互
検
討
を
行
う
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、2
ヵ
年

間
の
継
続
採
択
・
実
施
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、本
学
の
地
域
貢
献
活
動
に

対
し
石
川
県
か
ら
も
大
い
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について
寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2011.9.1～2011.11.30受付分）

金沢星稜大学では、経済学部経済学科収容定員の200名増(入学定員は50名)を文部科学省に申請し、この度8月29日（月）付けで認可
を受けました。
近年の石川・富山を中心とした受験者数の急激な増加傾向に対して、入学定員を大幅に上回り、文部科学省の定める上限まで引き上げること

でこの変化に対応してまいりました。今年度に入り学内で検討を重ねた結果、次年度からの定員増加に踏み切ることとし6月に申請したものです。
これを機に、教職員一同さらに教育活動に精励してまいる所存でございますので、今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い申し上げます。

経済学部経済学科収容定員の変更について

星稜ワンカル講座とは、ワンコイン（500円）で誰でも受講できる、
1回完結のカルチャー講座の愛称です。
気軽に楽しく、よりためになる情報の発信を目的に、2005年より

スタートしました。昨年度は特別講座も含め全18回の講演で、約
400名の方に参加いただきました。今年度も既に17回の通常講座
と2つのシリーズ企画の講座を開催し、好評をいただいております。
参加者にはお茶と星稜オリジナルせんべいをお配りし、肩の凝らな
いフランクな講演会を実施しています。
開講前日までにお電話やホームページからお申し込みいただけ

れば、各回500円で受講が可能（当日受付時にお支払い）ですので、
ぜひ一度お気軽にご参加ください。
なお生徒・学生の受講は無料となっておりますので、一緒に参加

してみてはいかがでしょうか。
今年度に予定されている講座は下記のとおりです。

星稜ワンカル講座のご案内

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ23号に関するアンケートへのご協力のお願い
先着100名様に

図書カードをプレゼン
ト!

続・あなたの財産は大丈夫？  ～資産運用で心がけるたったひとつのこと～

日時：2012年1月28日（土） 13：00～14：30　　講師：紺谷峰生氏（１級ファイナンシャルプランニング技能士）

生活設計基礎講座  ～あなたの夢をかたちにしてみましょう～

日時：2012年2月25日（土） 13：00～16：00　　講師：紺谷峰生氏（１級ファイナンシャルプランニング技能士）

同窓会
石浦　実香
石浦　貴志
稲本　寛範
大井　義範
金沢星稜大学同窓会
川崎　亮治
木澤　洸哉
酒井　春彦
坂下　佳尚
坂本　晴一
佐々木　ひろみ
高島　道子
田中　福美
中農　アキ子
中村　広美
本田　光広

宮崎　健太
村松　繁一
森　眞
谷内　明弘
山崎　昭一
山崎　美智子
山本　長

ほか匿名14名

保護者会
青山　政義
四十澤　俊彦
赤澤　敏文
稲垣　茂児
猪坂　順一郎
大家　弘介

大花　基照
岡野　高広
掃部　寛
管野　博之
北村　孝浩
喜村　健太郎
久保　哲也
小坂　忍
越野　隆樹
越野　裕嗣
五所尾　研一
佐伯　直人
坂口　秀紀
笹谷　輝彦
佐藤　晃仁
佐藤　八十蔵
佐内　秀雄

紫竹　豊
庄司　眞人
袖吉　正樹
谷下　ひろみ
寺田　紀義
中村　淳一
中村　政弘
中村　真之
中山　兼一
中山　弘之
苗代　秀忠
西川　秀雄
西田　隆
㈲西谷内装　西谷　力
舟橋　和男
法花堂　美和
牧野　利明

松井　菊二
松本　二郎
馬渕　義治
丸山　喜朗
宮崎　実
守口　宏哉
森下　登
森田　和恵
安田　誠
山越　清寛
山田　春一
山本　茂伸
山本　憲昭
吉田　隆
吉田　昇

ほか匿名13名

一般（個人・法人）
石川県観光物産館　小出　進
北元　英明
㈱太陽スポーツ金沢　吉本　瑞男
前田印刷株式会社　前田　典千代

ほか匿名1名

旧職員
表　忍
小林　栄一
中條　峴山

学園役員・職員
風間　幹栄
絈野　宏
河合　正二
小浦　良紀
髙垣　展代
鍋田　光男
橋本　昌悟
林　雅之

ほか匿名4名

寄附者総数  1,259名
寄附金総数  47,227,100円
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本
年
度
、金
沢
星
稜
大
学
は「
平

成
23
年
度
石
川
県
地
域
連
携
促
進
事

業（
高
等
教
育
機
関
特
別
枠
）」に
採

択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、石
川
県

で
新
た
に
造
成
さ
れ
た
石
川
県
民
間

非
営
利
団
体
活
動
支
援
臨
時
特
例
基

金
を
活
用
し
、高
等
教
育
機
関
を
軸

と
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に

対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

10
月
7
日（
金
）、石
川
県
庁
特
別
会

総
合
型
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
設
置
事
業

〜
穴
水
町「
地
域
連
携
・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と
し
た
体
験
交
流
活
動
の
展
開
〜

議
室
に
お
い
て
認
定
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。谷
本
正
憲
県
知
事
よ
り
宮
﨑

正
史
副
学
長
に
認
定
書
が
授
与
さ

れ
、そ
の
後
、認
定
団
体
を
代
表
し
、

人
間
科
学
部
・
池
田
幸
應
教
授
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
学
科
4
年
次
の
小
林
雄

作
さ
ん
、山
岸
香
央
里
さ
ん
の
2
名

が
事
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。石
川
宣
雄
穴
水
町
長
も

臨
席
し
、本
学
と
の
地
域
連
携
促
進

へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
池
田
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
中
心
と
し
て「
加
夫
刀
曳

き
舟
祭
り
」「
穴
水
町
駅
伝
競
走
大

会
」等
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川「
地
域

課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
」

「
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
」等
に
も
採
択
さ
れ
て
い
ま
す

が
、本
事
業
に
よ
っ
て
、「
地
域
連
携
・

交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と

し
、全
学
的
、全
町
的
に
穴
水
町
と

の
連
携
活
動
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

既
に
事
業
の
一
環
と
し
て
、10
月

22
日（
土
）・
29
日（
土
）、甲
地
区
で

青
年
団
と
協
働
で
稲
刈
り
活
動
や
11

月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）の
1
泊
2

日
で
の
金
沢
市
内
の
小
学
生
の
親
子

を
対
象
と
し
た
農
村
漁
村
体
験
活
動

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
穴
水
町
さ
わ
や
か
交
流
館 

プ
ル
ー
ト
」に
お
い
て
、10
月
29
日

（
土
）を
第
1
回
と
し
て
連
続
で
本

学
総
合
研
究
所
講
座「
奥
能
登
ジ
ャ

ン
プ
│
こ
れ
か
ら
の
穴
水
を
考
え

よ
う
│
」が
穴
水
町
と
の
共
催
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
回
の
2
月

25
日（
土
）に
は
、地
域
資
源
、地
域

課
題
、課
題
対
応
策
等
に
つ
い
て
相

互
検
討
を
行
う
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、2
ヵ
年

間
の
継
続
採
択
・
実
施
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、本
学
の
地
域
貢
献
活
動
に

対
し
石
川
県
か
ら
も
大
い
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について
寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2011.9.1～2011.11.30受付分）

金沢星稜大学では、経済学部経済学科収容定員の200名増(入学定員は50名)を文部科学省に申請し、この度8月29日（月）付けで認可
を受けました。
近年の石川・富山を中心とした受験者数の急激な増加傾向に対して、入学定員を大幅に上回り、文部科学省の定める上限まで引き上げること

でこの変化に対応してまいりました。今年度に入り学内で検討を重ねた結果、次年度からの定員増加に踏み切ることとし6月に申請したものです。
これを機に、教職員一同さらに教育活動に精励してまいる所存でございますので、今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い申し上げます。

経済学部経済学科収容定員の変更について

星稜ワンカル講座とは、ワンコイン（500円）で誰でも受講できる、
1回完結のカルチャー講座の愛称です。
気軽に楽しく、よりためになる情報の発信を目的に、2005年より

スタートしました。昨年度は特別講座も含め全18回の講演で、約
400名の方に参加いただきました。今年度も既に17回の通常講座
と2つのシリーズ企画の講座を開催し、好評をいただいております。
参加者にはお茶と星稜オリジナルせんべいをお配りし、肩の凝らな
いフランクな講演会を実施しています。
開講前日までにお電話やホームページからお申し込みいただけ

れば、各回500円で受講が可能（当日受付時にお支払い）ですので、
ぜひ一度お気軽にご参加ください。
なお生徒・学生の受講は無料となっておりますので、一緒に参加

してみてはいかがでしょうか。
今年度に予定されている講座は下記のとおりです。

星稜ワンカル講座のご案内

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ23号に関するアンケートへのご協力のお願い
先着100名様に

図書カードをプレゼン
ト!

続・あなたの財産は大丈夫？  ～資産運用で心がけるたったひとつのこと～

日時：2012年1月28日（土） 13：00～14：30　　講師：紺谷峰生氏（１級ファイナンシャルプランニング技能士）

生活設計基礎講座  ～あなたの夢をかたちにしてみましょう～

日時：2012年2月25日（土） 13：00～16：00　　講師：紺谷峰生氏（１級ファイナンシャルプランニング技能士）

同窓会
石浦　実香
石浦　貴志
稲本　寛範
大井　義範
金沢星稜大学同窓会
川崎　亮治
木澤　洸哉
酒井　春彦
坂下　佳尚
坂本　晴一
佐々木　ひろみ
高島　道子
田中　福美
中農　アキ子
中村　広美
本田　光広

宮崎　健太
村松　繁一
森　眞
谷内　明弘
山崎　昭一
山崎　美智子
山本　長

ほか匿名14名

保護者会
青山　政義
四十澤　俊彦
赤澤　敏文
稲垣　茂児
猪坂　順一郎
大家　弘介

大花　基照
岡野　高広
掃部　寛
管野　博之
北村　孝浩
喜村　健太郎
久保　哲也
小坂　忍
越野　隆樹
越野　裕嗣
五所尾　研一
佐伯　直人
坂口　秀紀
笹谷　輝彦
佐藤　晃仁
佐藤　八十蔵
佐内　秀雄

紫竹　豊
庄司　眞人
袖吉　正樹
谷下　ひろみ
寺田　紀義
中村　淳一
中村　政弘
中村　真之
中山　兼一
中山　弘之
苗代　秀忠
西川　秀雄
西田　隆
㈲西谷内装　西谷　力
舟橋　和男
法花堂　美和
牧野　利明

松井　菊二
松本　二郎
馬渕　義治
丸山　喜朗
宮崎　実
守口　宏哉
森下　登
森田　和恵
安田　誠
山越　清寛
山田　春一
山本　茂伸
山本　憲昭
吉田　隆
吉田　昇

ほか匿名13名

一般（個人・法人）
石川県観光物産館　小出　進
北元　英明
㈱太陽スポーツ金沢　吉本　瑞男
前田印刷株式会社　前田　典千代

ほか匿名1名

旧職員
表　忍
小林　栄一
中條　峴山

学園役員・職員
風間　幹栄
絈野　宏
河合　正二
小浦　良紀
髙垣　展代
鍋田　光男
橋本　昌悟
林　雅之

ほか匿名4名

寄附者総数  1,259名
寄附金総数  47,227,100円
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私たち、

「星稜オペ
ラ」に

出演します
！

在学生・卒
業生・保護

者・教職員
も出演、
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ラ」に乞ご

期待！
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金沢星稜大学
石川県金沢市御所町丑10-1
℡076-253-3924（代表）
http://www.seiryo-u.ac.jp

星稜女子短期大学
石川県金沢市御所町酉1
℡076-253-5900（代表）
http://www.seiryo.ac.jp

星稜高等学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6-17-30
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

行事スケジュール  （1月～3月）

　今年は東日本大震災における津波被害、原子力発電所の事故による電力供給問題な
どで防災対策や節電が大きくクローズアップされました。これからは厳しい冷え込みや
降雪など厳しい時期になりますので、被災地における病気や事故などの二次的被害が拡
大しないことを祈るばかりです。
　さて今回は、星稜Informationに星稜ワンカル講座の案内を掲載しておりますが、エク
ステンションセンターではその他にも社会人向けのビジネス会計講座などの実務実践講
座や各資格試験の対策講座を開講しております。年度毎にエクステンション講座パンフ
レットを作成・配布するとともに、ホームページでも各講座の情報を掲載しております
ので、一度ご覧いただければ幸いです。

　星稜エクステンションセンター　伊藤暢洋

あとがき

金沢星稜大学
1

2

3

10日（火）
13日（金）
14日（土）
21日（土）
26日（木）
7日（火）
14日（火）
16日（木）
19日（日）
29日（水）
4日（日）
8日（木）
19日（月）
22日（木）
24日（土）

授業再開
休講日
大学入試センター試験
英語toeic-b 統一成果テスト（１年次）
休講日・一般入試A日程等
一斉試験期間
基礎ゼミナールⅡ発表会・人間科学部卒業研究発表会
追試験期間
大学院入試B日程
再試験期間
一般入試B日程等
卒業認定
学位記授与式
入学前学力試験
保護者懇談会

・15日（日）

～13日（月）

・17日（金）

・3月1日（木）

～13日（月）
・28日（金）

星稜女子短期大学
1

2

3

10日（火）
13日（金）

26日（木）

7日（火）
27日（月）
4日（日）
7日（水）
15日（木）

授業再開
補講日
休講日
一般入学試験A日程、スカラシップ一般入学試験
後期考査期間
後期考査追・再試
一般入学試験B日程
卒業認定発表
卒業式・学位記授与式

星稜中学校

星稜高等学校
1 10日（火）

10日（火）
12日（木）
13日（金）
14日（土）
15日（日）
16日（月）
21日（土）
31日（火）
1日（水）
3日（金）
5日（日）
6日（月）
14日（火）
18日（土）
29日（水）
1日（木）
5日（月）
12日（月）
14日（水）
15日（木）
17日（土）
20日（火）
21日（水）
22日（木）
31日（土）

・11日（水）

・15日（日）

・4日（土）

～16日（木）

～9日（金）

始業式
センター直前演習
大学入試センター試験受験者激励会
大学入試センター試験受験下見
大学入試センター試験
推薦入試
大学入試センター試験自己採点
1,2年講演会
高3最終登校日
一次入試
校内実力試験（1,2年）
合格発表
一次入試追試
2年Pコース スノーボード実習
推薦専願合格者説明会
卒業式予行
卒業式、1,2年自宅学習
学年末試験
追試
新2年教科書販売
新3年教科書販売
終業式
一次入試合格者入学説明会
二次入試
二次入試合格発表・説明会
再受験者説明会

2

3

1

3

2

10日（火）
20日（金）
1日（水）
5日（日）
7日（日）
16日（木）
18日（土）
29日（水）
1日（木）
2日（金）
8日（木）
9日（金）
17日（土）
19日（月）

・2日（木）

・3日（土）

～22日（木）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
1

2

3

10日（火）
13日（金）
17日（火）
18日（水）
21日（土）
26日（木）
31日（火）
3日（金）
4日（土）
6日（月）
7日（火）
10日（金）
13日（月）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
18日（土）
21日（火）
23日（木）
2日（金）
6日（火）
9日（金）
14日（水）
23日（金）

始業式
21世紀美術館見学（年長組）
夢ステーション子育て教室
交通安全教室
同窓会
誕生会
夢ステーション子育て教室
豆まき会
入園説明会
避難訓練
夢ステーション子育て教室
参観日（ぱんだ組）
参観日（りす組）
参観日（うさぎ組）
参観日（きりん組）
参観日（ばら組）
参観日（ゆり組）
個人懇談会
夢ステーション子育て教室
誕生会
ひなまつり会・誕生会
夢ステーション子育て教室
おわかれ会
卒園式
終業式

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
1

2

3

10日（火）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
21日（土）
25日（水）
26日（木）
3日（金）
4日（土）
17日（金）
18日（土）
23日（木）
2日（金）
3日（土）
5日（月）
8日（木）
14日（水）
23日（金）

始業式
新年お楽しみ会
にこにこ参観（年長組）
にこにこ参観（年少組・いちご組）
にこにこ参観（年中組）
個人懇談会
交通安全教室
誕生会参観
豆まき会、未就園児オープンハウス
入園説明会
避難訓練
個人懇談会
誕生会参観
ひなまつり会、誕生会参観
親子でリトミック（年少組・いちご組）
おわかれ参観（年長組）
年長組を送る会
卒園式
終業式

始業式
英語検定
自宅学習
入学試験
合格発表
スキー教室（一里野）
入学説明会
学年末試験
自宅学習
学年末試験
卒業式予行
卒業式
終業式
1,2年補習


